
を
の
の
し
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の

言
葉
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
加
盟
国
ト
ル

コ
の
シ
リ
ア
侵
攻
な
ど
を
統

制
で
き
な
い
「
脳
死
」
状
態

に
あ
る
と
指
摘
し
た
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
、
ト

ラ
ン
プ
氏
を
や
ゆ
す
る
発
言

が
暴
露
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
の
ト

ル
ド
ー
首
相
ら
に
ト
ラ
ン
プ

氏
は
口
汚
く
反
撃
し
、
泥
仕

合
の
様
相
を
呈
し
た
。

　

会
議
の
焦
点
は
、
ロ
シ
ア

製
武
器
を
購
入
し
た
ト
ル
コ

へ
の
対
応
だ
っ
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
「
ト
ル
コ
は
よ
く

や
っ
て
い
る
」
と
擁
護
。
過

激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」

（
Ｉ
Ｓ
）
掃
討
作
戦
で
欧
米

に
協
力
し
た
ク
ル
ド
人
勢
力

ト
ラ
ン
プ
氏
、
ま
た
孤
立

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
不
和
あ
ら
わ
に

枝
野
代
表
「
行
動
を
共
に
」

党
首
会
談
、
持
ち
帰
り
検
討

直
さ
れ
る
。
各
国
首
脳
に
や

ゆ
さ
れ
る
動
画
が
出
回
っ
た

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
記

者
会
見
を
突
如
中
止
し
て
帰

国
、
孤
立
感
を
再
び
浮
き
彫

り
に
し
た
。

　
「
裏
表
が
あ
る
」「
防
衛
費

滞
納
」。
設
立
７
０
年
を
記

念
す
る
今
回
の
首
脳
会
議
で

目
立
っ
た
の
は
、
各
国
首
脳

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
英
国

で
３
〜
４
日
に
開
か
れ
た
北

大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
首
脳
会
議
は
、
首
脳
間

の
不
和
が
あ
ら
わ
に
な
り
、

対
外
的
な
結
束
を
示
せ
ず
閉

幕
し
た
。
対
ソ
連
で
発
足
し

た
軍
事
同
盟
は
冷
戦
終
結
を

経
て
、
頻
発
す
る
テ
ロ
や
中

国
の
台
頭
で
在
り
方
が
問
い

参
両
院
で
統
一
会
派
を
組
む

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎

代
表
、
社
民
党
の
又
市
征
治

党
首
、
無
所
属
の
野
田
佳
彦

前
首
相
と
国
会
内
で
会
談

し
、
一
つ
の
政
党
へ
の
合
流

を
提
案
し
た
。枝
野
氏
は「
会

派
を
共
に
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
幅
広
く
立
憲
民
主
党
と
共

に
行
動
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
各
党

首
ら
は
立
民
の
提
案
を
持
ち

帰
っ
て
検
討
す
る
考
え
を
伝

え
た
。

　

次
期
衆
院
選
で
自
民
党
に

対
抗
す
る
た
め
、
会
派
を
政

党
に
衣
替
え
し
、
態
勢
を
強

化
す
る
の
が
狙
い
だ
。
た
だ

立
民
が
主
導
す
る
形
の
合
流

は
、
７
月
の
参
院
選
で
立
民

と
争
っ
た
国
民
の
参
院
側
に

４
月
国
賓
訪
日
へ
関
係
強
化

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
王
岐
山
国
家
副
主
席
は
６
日
、
中
国
を
訪
れ
た
北
村
滋
国
家

安
全
保
障
局
長
と
北
京
で
会
談
し
、
習
近
平
国
家
主
席
が
、
２
３
〜
２
５
日
に
訪
中
す

る
安
倍
晋
三
首
相
と
会
談
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
関
係
を
強
化
す
る
狙
い
。
北
村
氏

は
来
年
春
に
予
定
す
る
習
氏
の
国
賓
待
遇
で
の
訪
日
時
期
を
「
４
月
」
と
明
言
し
た
。

中
国
側
は
訪
日
成
功
へ
安
倍
首
相
側
近
の
北
村
氏
と
緊
密
に
連
携
す
る
考
え
だ
。

習
氏
、
安
倍
首
相
と
会
談
へ

（１） ２０１９年第５３８５号  １２月 ７日 （土曜日）

が
日
本
を
訪
れ
、
北
村
氏
と

会
談
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　
【
共
同
】
聖
徳
太
子
が
創

建
し
た
世
界
遺
産
・
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
と
同
じ

木
型
で
作
ら
れ
た
瓦
が
、
約

３
キ
ロ
南
西
に
あ
る
同
県
王

寺
町
の
西
安
寺
跡
で
見
つ

か
っ
た
と
６
日
、
王
寺
町
が

発
表
し
た
。
西
安
寺
も
聖
徳

太
子
が
創
建
し
た
と
い
う
伝

承
が
あ
り
、
担
当
者
は
「
同

じ
瓦
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で

両
寺
の
深
い
関
係
性
が
う
か

が
え
る
」
と
し
て
い
る
。

　

瓦
は
ハ
ス
の
花
を
表
し

た
「
素
弁
蓮
華
文
」
で
、
計

ぼ
同
規
模
の
ス
ト
を
維
持
し

て
政
権
へ
圧
力
を
か
け
る
。

　

内
務
省
に
よ
る
と
、
全
国

で
約
２
５
０
の
デ
モ
の
届
け

出
が
あ
っ
た
。
各
地
の
参
加

者
は
パ
リ
が
約
６
万
５
千

人
、
南
西
部
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

約
３
万
３
千
人
、
南
部
マ
ル

セ
イ
ユ
約
２
万
５
千
人
な

ど
。
デ
モ
に
乗
じ
た
過
激
派

の
破
壊
行
為
や
警
察
と
の
衝

突
も
起
き
た
。

　

マ
ク
ロ
ン
政
権
は
、
職
業

別
に
あ
る
４
０
超
の
年
金
制

度
を
一
本
化
し
、
収
支
の
均

衡
を
図
り
た
い
考
え
。
政
府

は
ま
だ
改
革
の
詳
細
を
固
め
　
【
共
同
】
立
憲
民
主
党
の

枝
野
幸
男
代
表
は
６
日
、
衆

「
頑
張
っ
た
ね
」
遺
体
と
対
面

中
村
さ
ん
妻
と
長
女

を
攻
撃
し
、
同
盟
を
根
本
か

ら
乱
す
ト
ル
コ
の
扱
い
は

「
あ
い
ま
い
」（
マ
ク
ロ
ン
氏
）

な
ま
ま
に
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
今
回
、
中

国
の
脅
威
に
対
応
で
き
る

「
柔
軟
性
」
を
持
っ
た
組
織

へ
の
変
革
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
促

す
方
針
だ
っ
た
が
、
多
く
は

語
ら
ず
じ
ま
い
。
高
速
大
容

量
の
第
５
世
代
（
５
Ｇ
）
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
で
の
中
国

企
業
製
品
使
用
は
「
安
全
保

障
上
、
危
険
だ
」
と
強
調
し

つ
つ
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
各

国
へ
の
排
除
要
求
は
「（
今

回
）
あ
ま
り
一
生
懸
命
や
っ

て
い
な
い
」
と
明
か
し
、
ち

反
発
が
強
く
、
意
見
集
約
が

難
航
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

会
談
で
枝
野
氏
は
「
政
権

を
担
い
う
る
政
党
を
築
き
上

げ
、
次
期
衆
院
選
で
の
政
権

交
代
を
現
実
の
も
の
と
す
る

た
め
共
に
戦
っ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。「
年
明
け
早
々

に
も
解
散
・
総
選
挙
の
可
能

性
が
あ
る
」
と
、
早
期
決
着

へ
の
意
欲
も
に
じ
ま
せ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
玉
木
氏
は
、

衆
参
一
体
で
の
合
流
を
条
件

に
挙
げ
た
上
で
「
党
名
や
政

策
、
人
事
に
つ
い
て
対
等
な

立
場
で
協
議
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
注
文
し
た
。
又
市
氏

は
「
重
く
受
け
止
め
る
」
と

述
べ
、
地
方
組
織
の
意
見
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る
意
向
を

示
し
た
。
社
民
が
合
流
を
決

て
い
な
い
が
、
早
期
退
職
の

優
遇
制
度
が
あ
る
鉄
道
員
ら

は
制
度
の
「
改
悪
」
と
み
て
、

こ
れ
を
防
ご
う
と
国
鉄
労
組

な
ど
が
ス
ト
を
計
画
。
５
日

は
公
立
学
校
や
警
察
な
ど
公

共
機
関
の
職
員
も
ス
ト
に
加

わ
っ
た
。

行
と
み
て
捜
査
を
進
め
る
。

　

中
村
さ
ん
は
４
日
、
同
州

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
、
車
で

移
動
中
に
武
装
し
た
男
ら
に

襲
わ
れ
た
。
他
に
ボ
デ
ィ
ー

ガ
ー
ド
や
運
転
手
ら
５
人
も

死
亡
し
た
。
男
ら
は
中
村
さ

ん
の
車
を
待
ち
伏
せ
て
銃
撃

を
加
え
た
。
警
察
な
ど
に
よ

る
と
、
普
段
は
警
護
車
両
と

一
緒
に
移
動
し
て
い
る
中
村

さ
ん
が
、
事
件
当
日
は
自
分

の
車
だ
け
で
移
動
し
て
い

た
。
警
備
が
手
薄
な
と
こ

ろ
を
狙
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。

し
、
市
内
の
病
院
で
遺
体
と

対
面
し
た
。
ガ
ニ
大
統
領
と

も
同
日
中
に
面
会
。
７
日
に

も
遺
体
と
共
に
帰
国
の
途
に

就
く
。
在
ア
フ
ガ
ン
日
本
大

使
館
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

遺
体
と
対
面
し
た
尚
子
さ

ん
は
顔
を
見
つ
め
な
が
ら

「
頑
張
っ
た
ね
」
と
声
を
掛

け
、
秋
子
さ
ん
は
「
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
」
と
深
々
と
一

礼
し
た
。
秋
子
さ
ん
は
「
こ

ん
な
に
ア
フ
ガ
ン
の
皆
さ
ま

に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
父
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
、
日
本
と
ア

フ
ガ
ン
の
関
係
者
に
謝
意
を

述
べ
た
。

　

一
方
、
事
件
が
起
き
た
ナ

ン
ガ
ル
ハ
ル
州
の
当
局
が
、

中
村
さ
ん
襲
撃
の
事
前
情
報

を
得
て
い
た
こ
と
が
６
日
、

当
局
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
当
局
は
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー

ド
４
人
を
派
遣
し
て
い
た

が
、襲
撃
を
防
げ
な
か
っ
た
。

中
村
さ
ん
側
に
対
し
て
も
、

脅
威
が
増
し
て
い
る
と
注
意

を
呼
び
掛
け
て
い
た
と
い

う
。
地
元
警
察
は
、
中
村
さ

ん
を
標
的
と
し
た
計
画
的
犯

め
れ
ば
、
旧
社
会
党
を
起
源

と
す
る
老
舗
政
党
が
幕
を
下

ろ
す
形
に
な
る
。

　

野
田
氏
は
記
者
団
に
、
合

流
に
つ
い
て
「
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
良
い
」
と
賛
同
。
来

年
１
月
の
通
常
国
会
召
集
前

の
実
現
が
望
ま
し
い
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　

現
在
の
統
一
会
派
は
衆
院

１
２
０
人
、
参
院
６
１
人
の

計
１
８
１
人
。
立
民
、国
民
、

社
民
３
党
と
、
野
田
氏
が
代

表
を
務
め
た
衆
院
会
派
「
社

会
保
障
を
立
て
直
す
国
民
会

議
」
な
ど
の
無
所
属
議
員
で

構
成
し
て
い
る
。

　

枝
野
氏
は
当
初
、
国
会
閉

会
後
に
合
流
を
提
案
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
た
が
、
立

民
、
国
民
両
党
内
で
中
堅
・

若
手
議
員
を
中
心
に
合
流
論

が
高
ま
っ
て
き
た
の
を
踏
ま

え
て
提
案
を
前
倒
し
し
た
。

ぐ
は
ぐ
な
印
象
を
与
え
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
疑
惑
を
巡
り
、
４
日
に

米
下
院
で
開
か
れ
た
自
身
の

弾
劾
公
聴
会
を
気
に
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
４
日
の

会
見
中
止
も
、
弾
劾
関
連
の

質
問
が
集
中
す
る
の
を
嫌
っ

た
の
が
一
因
と
み
ら
れ
る
。

　
「
米
国
は
同
盟
国
に
つ
け

込
ま
れ
て
い
る
」と
主
張
し
、

各
国
の
防
衛
予
算
の
増
額
に

固
執
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
。「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

明
確
に
し
よ
う
」
と
の
マ
ク

ロ
ン
氏
の
訴
え
は
届
か
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

吉
野
さ
ん
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
入
り

「
最
高
で
す
」
握
手
交
わ
す

関
係
の
持
続
的
、
安
定
的
な

発
展
を
後
押
し
し
た
い
」
と

表
明
し
た
。
北
村
氏
も
「
日

中
間
の
友
好
に
向
け
た
モ
メ

ン
タ
ム
が
極
め
て
強
く
な
っ

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

両
氏
は
、
安
倍
首
相
が
訪

中
す
る
際
、
習
氏
、
李
克
強

首
相
と
そ
れ
ぞ
れ
会
談
す
る

日
程
や
内
容
に
つ
い
て
詳
細

を
詰
め
た
と
み
ら
れ
る
。

　

日
中
外
交
筋
に
よ
る
と
、

楊
氏
は
北
村
氏
か
ら
局
長
就

任
を
伝
え
る
手
紙
を
受
け

取
っ
た
後
、祝
い
状
を
返
し
、

対
話
継
続
に
意
欲
を
に
じ
ま

せ
て
い
た
。
６
日
の
会
談
で

は
「
良
好
な
仕
事
上
の
協
力

関
係
と
個
人
的
な
友
情
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

習
氏
の
訪
日
前
に
は
楊
氏

　

会
談
冒
頭
、
王
氏
は
「
習

氏
の
訪
日
が
成
功
裏
に
実
現

す
る
な
ら
、
今
後
の
中
日
関

係
に
重
大
な
影
響
と
意
義
が

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
北
村

氏
は
今
後
の
首
脳
往
来
に
向

け
「
両
国
間
で
課
題
に
つ
い

て
十
分
に
話
を
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

北
村
氏
は
９
月
に
国
家
安

保
局
長
に
就
任
後
、
初
め
て

中
国
を
訪
れ
た
。
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
中
国
外

交
担
当
ト
ッ
プ
の
楊
潔
チ

（
竹
カ
ン
ム
リ
に
后
の
一
口

が
虎
）
共
産
党
政
治
局
員
と

も
６
日
、初
め
て
会
談
し
た
。

　

中
国
は
楊
氏
と
国
家
安
保

局
長
と
の
会
談
の
枠
組
み
を

「
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
対
話
」

と
独
自
に
呼
び
重
視
し
て
き

た
。
楊
氏
は
会
談
で
「
両
国

中村哲さんの遺体と対面する妻尚子さん（左）と長女秋子さん
＝６日、アフガニスタン・カブールの病院（共同）

法
隆
寺
と
同

じ
瓦
が
出
土

奈
良
・
西
安
寺
、
関
連
性
注
目

仏
年
金
改
革
反
対
デ
モ
８
０
万
人

鉄
道
ス
ト
継
続
、
政
権
に
圧
力

　
【
パ
リ
共
同
】
フ
ラ
ン
ス

内
務
省
は
５
日
、
マ
ク
ロ
ン

政
権
が
目
指
す
年
金
制
度
改

革
に
反
対
す
る
国
鉄
職
員
ら

を
中
心
と
し
た
大
規
模
ス
ト

ラ
イ
キ
に
合
わ
せ
、
全
国
で

同
日
行
わ
れ
た
デ
モ
の
参
加

者
は
計
約
８
０
万
６
千
人
に

上
っ
た
と
の
集
計
を
発
表
し

た
。
労
組
は
約
１
５
０
万
人

だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ス
専
門
テ
レ
ビ
Ｂ

Ｆ
Ｍ
に
よ
る
と
、
政
治
を
巡

る
国
内
デ
モ
の
参
加
者
数
と

し
て
は
２
０
１
０
年
以
来
の

規
模
。
国
鉄
や
パ
リ
地
下
鉄

の
労
組
は
６
日
も
５
日
と
ほ

　
【
カ
ブ
ー
ル
共
同
＝
横
田

晋
作
、
安
井
浩
美
】
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
東
部
で
福
岡
市
の

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）「
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
現
地
代
表

の
医
師
中
村
哲
さ
ん（
７
３
）

が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、
妻

尚
子
さ
ん
（
６
６
）
と
長
女

秋
子
さ
ん
（
３
９
）、
同
会

関
係
者
ら
が
６
日
、
ア
フ
ガ

ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル
に
到
着

５
点
見
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ

も
７
世
紀
初
頭
に
創
建
さ
れ

た
法
隆
寺
で
、
６
２
５
年
か

ら
６
３
０
年
代
ご
ろ
に
使
用

さ
れ
た
瓦
と
同
じ
木
型
で
作

ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
土
や

作
り
方
が
異
な
る
た
め
、
職

人
や
瓦
窯
は
法
隆
寺
と
は
別

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い

う
。

　

一
方
、
発
掘
調
査
成
果
か

ら
西
安
寺
の
創
建
は
７
世

紀
後
半
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
、

６
２
２
年
に
亡
く
な
っ
た
聖

徳
太
子
の
創
建
説
は
事
実

上
、
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
度
ま
で
の
調
査
で
塔

や
金
堂
の
基
壇
を
確
認
し
、

本
年
度
は
金
堂
跡
の
東
に
幅

４
・
６
メ
ー
ト
ル
の
回
廊
の

基
壇
を
発
見
。
寺
全
体
の
東

西
幅
は
３
７
・
６
メ
ー
ト
ル

と
判
明
し
た
。
金
堂
跡
の
北

の
整
地
土
か
ら
は
飛
鳥
時
代

後
半
の
土
器
も
出
土
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同

町
の
岡
島
永
昌
文
化
財
学
芸

員
は
「
前
身
と
し
て
法
隆
寺

と
同
じ
瓦
を
使
っ
た
お
堂
の

よ
う
な
も
の
が
存
在
し
、
７

世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
本
格
的

に
寺
院
を
整
備
し
た
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

　

現
地
説
明
会
は
８
日
午
前

１
０
時
〜
午
後
３
時
。

　
【
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
共
同
】

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
決
ま
っ

た
吉
野
彰
・
旭
化
成
名
誉

フ
ェ
ロ
ー
が
５
日
夜
（
日
本

時
間
６
日
未
明
）、
授
賞
式

が
開
か
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
到
着

し
た
。
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で

待
ち
構
え
た
記
者
ら
に
吉
野

さ
ん
は
「（
気
分
は
）
最
高

で
す
」
と
笑
顔
で
応
答
。
ロ

ビ
ー
で
出
迎
え
た
共
同
受
賞

者
の
マ
イ
ケ
ル
・
ス
タ
ン

リ
ー
・
ウ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大

特
別
教
授
と
握
手
を
交
わ
し

た
。

　

６
日
朝
に
は
市
内
の
ノ
ー

ベ
ル
博
物
館
を
訪
れ
、
カ

フ
ェ
の
椅
子
の
裏
に
サ
イ
ン

を
す
る
恒
例
行
事
に
参
加
。

吉
野
さ
ん
は
「
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
開
発
の
歴
史
が
分

か
る
も
の
を
」
と
、
初
期
の

実
験
器
具
や
電
池
の
模
型
な

ど
を
記
念
品
と
し
て
博
物
館

に
寄
贈
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
は
７
日
に
記
者

会
見
、
８
日
に
は
受
賞
記
念

講
演
を
行
い
、
１
０
日
の
授

賞
式
に
臨
む
。
講
演
で
は
、

太
陽
光
な
ど
で
電
気
を
た
め

ら
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
が
環
境
問
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
こ
と
を
訴
え
る
。



「
警
察
の
実
態
知
り
愕
然
」

刻
だ
。
州
内
の
保
護
施
設
に

は
８
０
０
人
の
青
少
年
が
い

る
が
、
保
護
者
が
い
る
青
少

年
は
何
人
で
、
保
護
者
が
い

な
い
青
少
年
が
何
人
か
把
握

で
き
て
い
な
い
」
と
語
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
極
度
の
貧

困
状
態
や
迫
害
、
虐
待
か
ら

逃
れ
る
た
め
、
徒
歩
や
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
な
ど
で
独
力
で
逃

げ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、

仕
事
を
求
め
て
伯
国
に
来
た

と
語
る
子
供
も
い
る
。

　

伯
国
Ｈ
Ｒ
Ｗ
シ
ニ
ア
調
査

員
の
セ
ー
ザ
ル
・
ム
ニ
ョ
ス

氏
は
、「
多
く
の
子
供
た
ち

が
迫
害
や
飢
え
に
苦
し
み
、

鉱
物
の
採
掘
所
な
ど
で
働
か

さ
れ
て
い
た
」
と
語
る
。

　

Ｈ
Ｒ
Ｗ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

同
州
内
の
１
２
〜
１
７
歳
の

青
少
年
保
護
施
設
は
２
カ
所

で
、
男
子
１
５
人
、
女
子

１
３
人
し
か
収
容
で
き
な
い

こ
と
も
問
題
視
し
て
い
る
。

　

９
月
に
は
地
元
の
司
法
当

局
が
、
こ
れ
ら
の
青
少
年
対

象
収
容
施
設
が
過
密
状
態
に

あ
る
こ
と
、
安
全
、
衛
生
状

　
【
既
報
関
連
】
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知
事
は
５
日
、
１
日
に
聖
市
南
部
パ
ラ

イ
ゾ
ポ
リ
ス
で
起
き
た
、
フ
ァ
ン
キ
・
パ
ー
テ
ィ
で
の
将
棋
倒
し
に
よ
る
少
年
少

女
９
人
の
圧
死
事
件
や
類
似
の
事
件
の
ビ
デ
オ
で
、「
真
相
を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
」
と
語
っ
た
。
同
知
事
は
そ
れ
ら
の
事
件
に
共
通
す
る
軍
警
の
態
度
を
問

題
視
し
、「
治
安
対
策
を
再
考
す
る
」
と
発
言
。
１
日
の
事
件
直
後
に
は
「
治
安
対

策
は
変
え
な
い
」
と
し
て
い
た
態
度
を
変
え
た
。
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

覆
す
よ
う
な
動
画
が
数
々
あ

が
り
、
警
察
に
対
す
る
市
民

の
反
感
も
高
ま
っ
て
い
た
。

４
日
に
は
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

法
相
が
「
パ
ラ
イ
ゾ
ポ
リ
ス

で
の
警
察
の
対
応
に
は
重
大

な
誤
り
が
あ
っ
た
」
と
認
め

る
発
言
を
行
っ
た
。
同
法
相

は
、
故
意
で
は
な
い
警
官
の

暴
力
や
殺
害
を
免
罪
と
す
る

と
い
う
項
目
を
汚
職
防
止
法

に
盛
り
込
も
う
と
す
る
（
下

院
は
同
項
目
そ
の
他
を
削
除

後
に
承
認
）
な
ど
、
警
察
に

よ
る
治
安
強
化
を
推
進
し
て

い
る
代
表
的
な
存
在
だ
。

　

そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
ド
リ

ア
知
事
は
５
日
、「
今
後
は

警
察
に
よ
る
ひ
ど
い
捜
査
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
」
と
、
突
然
、
こ
れ

ま
で
の
治
安
対
策
に
関
す
る

意
見
を
変
え
た
。

　

同
知
事
が
こ
の
よ
う
な
見

解
に
至
っ
た
直
接
的
な
原
因

は
、
昨
年
１
０
月
に
パ
ラ
イ

ゾ
ポ
リ
ス
で
録
画
さ
れ
た
、

路
地
か
ら
出
て
く
る
人
た
ち

を
軍
警
が
警
棒
で
殴
っ
た
り

す
る
映
像
を
見
た
た
め
だ
。

　

聖
市
セ
ン
ト
ロ
の
名
物
高

架
橋
「
ミ
ニ
ョ
コ
ン
」
の
高

架
下
に
、
３
日
か
ら
、
地
面

か
ら
高
架
橋
に
届
く
ほ
ど
の

大
き
な
人
物
の
写
真
が
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
写

真
家
ラ
ケ
ル
・
ブ
ル
ス
ト
氏

に
よ
る
作
品
だ
。
同
氏
に
よ

る
と
、
こ
れ
は
「
多
様
性
」

「
あ
の
映
像
を
見
て
非
常
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
と
ド

リ
ア
知
事
は
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の

報
道
に
よ
る
と
、
大
聖
市
圏

で
は
こ
の
３
年
ほ
ど
、「
パ

ン
カ
ダ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
違

法
の
フ
ァ
ン
キ
・
パ
ー
テ
ィ

の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ

て
い
る
。
取
り
締
ま
り
の
過

程
で
は
、
パ
ラ
イ
ゾ
ポ
リ
ス

同
様
に
、
狭
い
場
所
で
ゴ
ム

弾
や
催
涙
ガ
ス
弾
を
使
っ
た

り
、
警
棒
で
殴
る
な
ど
の
暴

力
を
振
る
っ
た
り
し
て
混
乱

が
生
じ
、
死
者
や
失
明
者
な

ど
が
出
る
例
も
少
な
く
な
い

と
い
う
。
同
紙
に
よ
る
と
、

少
な
く
と
も
１
６
人
の
死
者

が
出
て
い
る
と
い
う
。

　

伯
国
で
は
現
在
、
警
察
に

よ
る
強
硬
な
治
安
強
化
策
が

１
日
の
Ｐ
Ｐ
事
件
か
ら
態
度
一
変

態
が
良
く
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
こ
れ
以
上
の
受
け
入
れ

を
禁
止
し
た
。

　

同
州
政
府
が
諸
団
体
に
働

き
か
け
た
結
果
、
国
境
の
パ

カ
ラ
イ
マ
市
と
州
都
ボ
ア
・

ビ
ス
タ
市
に
は
年
内
に
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
人

の
青
少
年
収

容
施
設
が
一

つ
ず
つ
オ
ー

プ
ン
す
る
。

だ
が
、
各
施

設
の
収
容
人

数
は
１
０
人

ず
つ
だ
。

　

州
の
受
け

入
れ
態
勢
が

整
わ
な
い

中
、
多
く
の

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

人
青
少
年

は
、
連
邦
政

府
主
導
の
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
人

　

Ｈ
Ｒ
Ｗ
に
よ
る
と
、
多
く

の
子
供
は
公
選
弁
護
人
事
務

所
の
あ
る
公
的
な
国
境
を
通

過
し
て
い
な
い
た
め
、
公
式

に
把
握
で
き
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
含
め
る
と
実
数
は
も
っ

と
多
い
可
能
性
が
あ
る
。

５
２
９
人
の
９
割
は
１
３
〜

１
７
歳
で
、
５
〜
１
１
月
に

国
境
を
越
え
て
い
る
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
青
少
年
人
権

審
議
会
会
長
の
タ
デ
ウ
・
フ

ラ
ン
コ
氏
は
、「
状
況
は
深

　

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本

部
を
持
つ
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
非
政
府
組
織
）
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
（
Ｈ

Ｒ
Ｗ
）
が
、
伯
国
公
選
弁
護

人
事
務
所（
Ｄ
Ｐ
Ｕ
）の
デ
ー

タ
を
基
に
作
成
し
、
５
日
に

発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
少
な
く
と
も
５
２
９
人

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
の
子
供
や

青
少
年
が
、
親
や
保
護
者
を

伴
わ
な
い
状
態
で
国
境
を
越

え
、
ロ
マ
イ
ラ
州
に
滞
在
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

６
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報

じ
て
い
る
。

劣
悪
な
環
境
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
指
摘

ジ
カ
熱
流
行
後
の
４
年
間
を
総
括

「
責
任
は
州
に
」と
連
邦
政
府

支
援
計
画
「
オ
ペ
ラ
ソ
ン
・

ア
コ
リ
ー
ダ
」
に
振
り
向
け

ら
れ
て
い
る
。
同
計
画
に
参

加
す
る
団
体
や
自
治
体
は
、

国
内
各
地
に
住
居
や
働
き
口

を
用
意
し
、
難
民
や
移
民
を

受
け
入
れ
て
い
る
。

た
フ
ァ
ン
キ
会
場
に
入
り
こ

み
、
狭
く
密
集
し
た
場
所
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
催

涙
ガ
ス
弾
や
ゴ
ム
弾
を
使
用

（
軍
警
の
正
式
発
表
に
よ
る

と
ガ
ス
弾
四
つ
と
ゴ
ム
弾
８

〜
９
発
）
し
た
こ
と
で
大
混

乱
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

発
生
し
た
将
棋
倒
し
で
１
０

代
の
少
年
少
女
９
人
が
亡
く

な
っ
た
。

　

こ
の
事
件
直
後
、
ド
リ
ア

知
事
は
「
フ
ァ
ン
キ
の
パ
ー

テ
ィ
が
そ
も
そ
も
違
法
だ
」

「
こ
れ
ま
で
の
治
安
対
策
を

変
え
る
つ
も
り
は
な
い
」
と

の
考
え
を
強
く
打
ち
出
し
て

い
た
。

　

だ
が
、
そ
の
後
も
同
事
件

に
関
し
て
、
警
察
の
証
言
を

予防接種を受けるベネズエラ人難民（参考画像・Jose Nildo / Semsa）

２日のドリア知事（GOVESP）

こ
こ
３
年
の
同
様
の
事
件
続
発
で

保健省

問
題
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
５

日
に
は
リ
オ
州
の
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
ヴ
ィ
ツ
ェ
ル
知
事
が
、

１
０
日
以
内
に
同
州
の
治
安

対
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
た
。
同
州
で
も

警
察
に
よ
る
死
者
が
増
え
る

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

を
称
え
る
た
め
の
展
示
で
、

１
７
日
に
２
９
人
分
が
揃
っ

た
時
点
で
全
て
が
出
揃
う
と

い
う
。
写
真
の
モ
デ
ル
は
、

ド
ラ
ッ
グ
・
ク
イ
ー
ン
か
ら

皮
膚
病
の
白
斑
を
持
つ
モ
デ

ル
、
先
住
民
リ
ー
ダ
ー
、
車

椅
子
利
用
者
、
家
庭
内
暴
力

被
害
者
、
運
動
選
手
と
し
て

出
世
し
た
女
性
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ス
ト
氏

に
よ
る
と
、
こ
の
展
示
会
は

終
了
期
間
が
決
ま
っ
て
お
ら

ず
、
す
べ
て
は
市
民
の
反
応

次
第
だ
と
い
う
。
多
く
の
人

が
見
、
好
反
応
を
示
し
て
く

れ
れ
ば
良
い
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

リ
オ
市
港
湾
部
に
設
置
さ

れ
た
、
南
米
最
大
と
な
る
高

さ
８
８
メ
ー
ト
ル
の
超
大
型

観
覧
車
「
リ
オ
ス
タ
ー
」
が
、

６
日
午
前
１
０
時
に
運
転
を

開
始
。
雨
が
降
っ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
長
蛇
の
列
が

で
き
、
に
ぎ
や
か
な
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。
列
に
並
ん
だ

の
は
カ
リ
オ
ッ
カ
（
リ
オ
っ

子
）
だ
け
で
は
な
く
、
他
州

か
ら
の
観
光
客
も
相
当
数
お

り
、
全
国
的
な
期
待
値
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
こ
の

と
こ
ろ
、
リ
オ
を
含
め
、
明

る
い
話
題
が
不
足
気
味
の

中
、
楽
し
み
が
一
つ
で
き
た

か
。

　
　
　
　
　

◎

　

５
日
、
サ
ッ
カ
ー
の
１
５

歳
以
下
の
南
米
選
手
権
準
決

勝
が
パ
ラ
グ
ア
イ
で
行
わ

れ
、
伯
国
Ｕ
１
５
代
表
が
パ

ラ
グ
ア
イ
代
表
を
２
―
０
で

下
し
、
決
勝
に
進
出
。
８
日

に
は
優
勝
を
か
け
て
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
代
表
と
対
戦
す
る
。

ま
だ
、
体
も
出
来
上
が
っ
て

い
な
い
年
齢
ゆ
え
、
注
目
す

る
に
は
早
す
ぎ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
伯
国
は
Ｕ
１
７
も

最
近
、
世
界
一
に
輝
い
た
ば

か
り
。
次
世
代
が
育
っ
て
い

る
こ
と
は
嬉
し
い
ば
か
り
。

　

伯
国
経
済
研
究
所
（
Ｉ
ｎ

ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
）
所
属
教
授
の
リ

カ
ル
ド
・
パ
エ
ス
・
デ
・
バ

ロ
ス
氏
が
、
伯
国
全
２
６

州
と
連
邦
直
轄
区
を
対
象

に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

伯
国
で
は
今
後
数
年
の
内

に
〝
教
師
余
り
〞
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
伯
国
で

は
２
０
１
３
年
か
ら
１
７
年

末
ま
で
の
５
年
間
に
、
お
よ

そ
１
１
５
万
人
の
基
礎
教
育

（
９
年
間
の
義
務
教
育
と
３

〜
４
年
間
の
中
等
教
育
）
担

当
の
教
員
を
育
成
し
た
。

　

こ
の
数
は
、
現
在
国
内
で

勤
務
し
て
い
る
教
師
お
よ
そ

２
２
３
万
人
の
ほ
ぼ
半
分

に
当
た
る
。
ま
た
、
こ
の

２
２
３
万
人
の
ほ
ぼ
８
割
に

あ
た
る
１
７
５
万
人
は
公
立

校
の
教
員
だ
。
調
査
に
よ
る

と
、
１
８
年
か
ら
２
２
年
ま

で
の
５
年
間
で
、
さ
ら
に

１
５
０
万
人
が
教
員
資
格
を

得
る
。
リ
カ
ル
ド
・
パ
エ

ス
氏
は
現
状
を
揶
揄
し
て
、

「
我
々
は
教
師
だ
ら
け
の
国

だ
」と
レ
ポ
ー
ト
に
記
し
た
。

　

伯
国
内
の
全
て
の
子
供
に

最
低
で
も
義
務
教
育
を
、
さ

ら
に
は
中
等
教
育
（
１
５
〜

１
８
歳
・
日
本
の
高
等
教
育
）

を
施
す
目
的
の
下
、
教
師
を

増
や
す
動
き
は
進
め
ら
れ
て

き
た
。
問
題
は
、
せ
っ
か
く

教
師
を
増
や
し
た
の
に
、
国

民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
年

齢
別
人
口
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

か
ら
、
子
供
の
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、
聖
州
で
基
礎
教

育
を
受
け
て
い
る
青
少
年

の
数
は
２
０
１
８
年
現
在

で
７
１
３
万
人
だ
っ
た
が
、

２
０
５
０
年
に
は
こ
の
数
が

６
４
４
万
人
に
減
る
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　

リ
カ
ル
ド
・
パ
エ
ス
氏
は
、

「
こ
こ
３
０
年
間
、
大
学
に

は
『
教
師
が
足
り
な
い
』『
教

師
が
必
要
』
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
え
ら
れ
、
大
学
側
も

そ
れ
に
応
え
て
き
た
が
、『
そ

ろ
そ
ろ
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
を
』

と
言
い
忘
れ
た
」
と
結
ん
で

い
る
。

　

保
健
省
が
５
日
、
ジ
カ
熱

流
行
を
宣
言
し
た
２
０
１
５

年
１
１
月
８
日
以
降
の
総
括

を
行
っ
た
と
５
日
付
同
省
サ

イ
ト
な
ど
が
報
じ
た
。

　

伯
国
で
ジ
カ
熱
流
行
が
最

初
に
確
認
さ
れ
た
の
は
ペ
ル

ナ
ン
ブ
コ
州
で
、
同
州
で
の

小
頭
症
児
増
加
が
保
健
省
に

報
告
さ
れ
た
の
は
１
５
年

１
０
月
２
２
日
だ
。
事
態

を
重
く
見
た
保
健
省
は
同
年

１
１
月
に
流
行
を
宣
言
。
翌

年
２
月
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
非
常
事
態
を

宣
言
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る

宣
言
は
同
年
１
１
月
、
伯

国
保
健
省
に
よ
る
宣
言
は

２
０
１
７
年
５
月
に
解
除
さ

れ
た
。

　

今
回
発
表
の
報
告
書
は
、

今
年
の
１
０
月
５
日
ま
で
に

報
告
さ
れ
た
症
例
を
、
ジ
カ

熱
感
染
が
成
長
や
発
達
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
か
に
重
点
を

置
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　

１
５
年
１
１
月
８
日
〜
１

９
年
１
０
月
５
日
に
報
告
さ

れ
た
擬
似
症
例
は
１
万
８
２

８
２
件
で
、
２
２
４
１
件
は

分
析
対
象
外
と
さ
れ
た
。
ま

た
、
２
６
５
９
件
は
現
在
も

分
析
中
だ
。

　

残
る
１
万
３
３
８
２
件
の

内
、
８
３
５
０
件
は
成
長
や

発
達
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
だ
が
、
３
４
７
４

件
は
影
響
が
確
認
さ
れ
、
７

４
３
件
は
影
響
を
受
け
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
６
１
５

件
は
結
論
が
出
な
か
っ
た
。

　

ジ
カ
熱
感
染
で
成
長
や
発

達
に
影
響
が
出
た
３
４
７
４

件
の
８
５
・
５
％
は
新
生
児

〜
幼
児
で
、
７
８
・
３
％
は

出
生
時
に
小
頭
症
と
判
断
さ

れ
た
。
小
頭
症
と
中
枢
神
経

系
の
障
害
が
あ
る
、
ま
た
は

神
経
障
害
の
み
の
子
供
は

１
４
・
９
％
い
た
。
ま
た
、

残
り
の
１
４
・
５
％
は
、
胎

児
２
・
８
％
、
死
産
２
％
、

流
産
１
・
９
％
と
、
乳
幼
児

期
の
死
亡
例
の
合
計
だ
。

　

小
頭
症
な
ど
の
障
害
を
持

つ
子
供
の
６
割
は
統
一
医
療

保
健
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）

で
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
。
小

頭
症
以
外
の
症
状
に
は
て
ん

か
ん
、
視
聴
覚
障
害
、
骨
や

関
節
の
異
常
な
ど
が
あ
る
。

　

ジ
カ
熱
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
確
認
さ
れ
た
症
例
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
２
０
１
６

年
の
１
９
２
７
件
で
、
最
少

は
今
年
の
５
５
件
だ
。
ジ
カ

熱
感
染
で
成
長
や
発
達
面
で

影
響
が
出
た
と
判
断
さ
れ

た
子
供
は
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ

コ
、
バ
イ
ア
の
両
州
に
集
中

（
１
０
３
７
人
）
し
て
い
る
。

　

ジ
カ
熱
ウ
イ
ル
ス
は

１
９
４
７
年
に
ウ
ガ
ン
ダ
の

森
林
で
発
見
さ
れ
た
。
伯
国

で
の
最
初
の
患
者
確
認
は

２
０
１
５
年
だ
が
、
妊
娠
中

の
ジ
カ
熱
感
染
と
小
頭
症
そ

の
他
の
障
害
と
の
関
係
に
関

す
る
研
究
は
伯
国
の
医
師
達

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

ま
た
、
症
状
が
消
え
て
も

数
年
間
ウ
イ
ル
ス
が
生
息
し

て
い
る
例
や
、
大
人
に
も
神

経
障
害
な
ど
が
出
る
例
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
蚊
の
蔓
延

な
ど
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

　

ベ
ン
ト
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ

鉱
山
動
力
相
が
、
連
邦
議
会

と
連
邦
政
府
の
要
望
で
更
迭

が
確
実
に
な
っ
て
い
る
と
、

５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
動
力
相
に

対
し
て
は
、
連
邦
議
会
内
で

強
い
批
判
が
出
て
い
る
。
上

院
で
は
、
同
相
の
動
き
が
な

い
た
め
に
関
連
す
る
法
案
審

議
が
全
く
進
ま
な
い
と
の
抗

議
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア

下
院
議
長
と
の
間
で
も
、
エ

レ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
や
イ
タ
イ

プ
・
ダ
ム
な
ど
の
総
裁
が
空

席
に
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
下
院
が
指
名
し
た
人

物
を
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
氏
が
受

け
付
け
な
か
っ
た
こ
と
で
、

軋
轢
が
生
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
連
邦
政
府
内
で

も
、
大
型
入
札
成
立
と
期
待

さ
れ
て
い
る
エ
レ
ト
ロ
ブ
ラ

ス
の
入
札
が
、
同
省
の
不
手

際
で
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
こ

と
で
、
経
済
省
を
中
心
に
苦

情
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
氏
は
海
軍

所
属
で
、
２
０
１
６
年
に
は

海
軍
原
子
力
開
発
局
の
局
長

を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
で
、

そ
の
手
腕
に
期
待
が
か
か
っ

て
い
た
。

　

後
任
候
補
に
は
、
マ
ル
コ

ス
・
ロ
ジ
ェ
ー
リ
オ
上
院
議

員
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
や

テ
メ
ル
政
権
で
同
職
に
在
っ

た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ベ
ゼ
ー

ラ
・
コ
エ
ー
リ
ョ
下
議
（
Ｄ

Ｅ
Ｍ
）
な
ど
の
名
前
が
あ

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
省

動
力
局
の
局
長
候
補
に
は
、

国
家
電
力
庁（
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
）

理
事
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
リ
ン
プ

氏
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る

と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月6日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1493  R$
買　4.1467  R$

円相場
売　0.0382  R$
買　0.0382  R$

「治安対策を再考する」ドリア
　

１
日
の
圧
死
事
件
で
は
、

犯
罪
者
２
人
を
追
跡
し
て
い
た
軍
警
が
犯
人
の
後
を
追
っ

て
約
５
千
人
が
集
ま
っ
て
い

〝
教
師
余
り
〞が
将
来
発
生
？

若
年
層
の
人
口
減
に
対
応
で
き
ず

発
達
障
害
な
ど
は
継
続
し
て
観
察

ベネズエラ人難民

親
を
伴
わ
ず
国
境
越
え
る
青
少
年

（２）２０１９年 第５３８５号 １２月 ７日 （土曜日）

鉱
山
動
力
相
が
解
任
確
実
に

議
会
と
連
邦
政
府
に
不
満
溜
ま
る

　

し
か
し
、
公
選
弁
護
人
の

リ
ジ
ア
・
ロ
ッ
シ
ャ
氏
は
、

「
政
府
の
支
援
計
画
は
青
少

年
の
受
け
入
れ
に
適
し
て
い

る
と
は
い
え
ず
、
１
９
９
０

年
に
制
定
さ
れ
た
、
児
童
、

青
少
年
の
人
権
規
定
に
反
し

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

オ
ペ
ラ
ソ
ン
・
ア
コ
リ
ー

ダ
を
管
轄
し
て
い
る
連
邦
政

府
官
房
庁
は
、「
件
の
レ
ポ
ー

ト
は
ロ
ラ
イ
マ
州
の
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
青
少
年
の
置
か
れ
て
い

る
苦
境
に
つ
い
て
、
責
任
を

問
う
相
手
を
間
違
え
て
い

る
。オ
ペ
ラ
ソ
ン
・
ア
コ
リ
ー

ダ
に
応
募
し
、
恩
恵
や
保
護

を
受
け
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

人
の
内
、
保
護
者
が
い
な
い

青
少
年
は
１
９
人
し
か
い
な

い
。
そ
も
そ
も
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
人
青
少
年
の
保
護
は
州
の

管
轄
で
あ
る
」
と
の
書
面
を

出
し
た
。



　

ト
ン
ネ
ル
を
抜ぬ

け
て
出で

口ぐ
ち

に
近ち

か

づ
い
た
と
こ
ろ
で
、
突と

つ

然ぜ
ん

暗く
ら

闇や
み

の
中な

か

か
ら
、
母は

は

の
顔か

お

が
浮う

か
び
上あ

が
っ
た
。

　
常つ

ね

々づ
ね

、
母は

は

は
私わ

た
しに
「
お
前ま

え

が
家か

門も
ん

の
名め

い

誉よ

を
傷き

ず

つ
け
た
ら
、

お
前ま

え

を
改か

い

心し
ん

さ
せ
る
た
め
に
、
自じ

分ぶ
ん

は
腹は

ら

を
切き

る
」
と
言い

っ
て

い
た
。
そ
れ
を
す
ぐ
思お

も

い
出だ

し
て
「
あ
っ
、
や
っ
た
な
。
母は

は

は

腹は
ら

を
切き

っ
た
な
」
っ
て
、
そ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

、
そ
う
思お

も

い
ま
し
た
。
以い

後ご

、
こ
の
こ
と
は
私わ

た
しの
心こ

こ
ろの
中な

か

に
重お

も

く
の
し
か
か
っ
て
、
そ
の

後ご

の
人じ

ん

生せ
い

の
道み

ち

を
決き

め
る
上う

え

で
、
決け

っ

定て
い

的て
き

な
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
ま

し
た
。［
１
，　
Ｐ
７
６
］

　

昭
し
ょ
う

和わ

５
（
１
９
３
０
）
年ね

ん

２
月が

つ

５
日か

、
和わ

歌か

山や
ま

市し

郊こ
う

外が
い

の

和わ

歌か

浦う
ら

で
、
田た

中な
か

清せ
い

玄げ
ん

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
仲な

か

間ま

た
ち
と
と
も
に
官か

ん

憲け
ん

と
激は

げ

し
く
撃う

ち
合あ

っ
た
後あ

と

、ア
ジ
ト
に
帰か

え

る
途と

中ち
ゅ
うの
こ
と
だ
っ

た
。
果は

た
し
て
、
母は

は

親お
や

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
遺い

書し
ょ

を
残の

こ

し
て
自じ

決け
つ

し
て
い
た
。

　
お
前ま

え

の
よ
う
な
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

を
出だ

し
て
、
神か

み

に
あ
い
す
ま

な
い
。
お
国く

に

の
み
な
さ
ん
と
先せ

ん

祖ぞ

に
対た

い

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

は
責せ

き

任に
ん

が

あ
る
。
ま
た
早は

や

く
死し

ん
だ
お
前ま

え

の
父ち

ち

親お
や

に
対た

い

し
て
も
責せ

き

任に
ん

が

あ
る
。
自じ

分ぶ
ん

は
死し

を
も
っ
て
諫い

さ

め
る
。
お
前ま

え

は
よ
き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に

な
っ
て
く
れ
。
私わ

た
しの
死し

を
空む

な

し
く
す
る
な
。［
１
，　
Ｐ
７
７
］

　

清せ
い

玄げ
ん

は
大た

い

正し
ょ
う１
３
（
１
９
２
４
）
年ね

ん

に
旧

き
ゅ
う

制せ
い

弘ひ
ろ

前さ
き

高こ
う

校こ
う

に

入に
ゅ
う

学が
く

し
た
。
在ざ

い

学が
く

中ち
ゅ
うに
ド
イ
ツ
語ご

の
『
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

宣せ
ん

言げ
ん

』
を

読よ

み
、
そ
れ
か
ら
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

に
近ち

か

づ
い
て
い
っ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

２

（
１
９
２
７
）
年ね

ん

、
東と

う

京き
ょ
う

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

に
入

に
ゅ
う

学が
く

し
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
入

に
ゅ
う

党と
う

。
前ぜ

ん

年ね
ん

に
全ぜ

ん

国こ
く

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

員い
ん

の
一い

っ

斉せ
い

検け
ん

挙き
ょ

が
行お

こ
な
わ
れ
、

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
壊か

い

滅め
つ

的て
き

打だ

撃げ
き

を
受う

け
た
。
清せ

い

玄げ
ん

は
そ
の
再さ

い

建け
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
た
。

　

党と
う

の
中

ち
ゅ
う

枢す
う

で
活か

つ

動ど
う

し
な
が
ら
も
、
田た

中な
か

の
心し

ん

中ち
ゅ
うに
は
「
モ
ス

ク
ワ
か
ら
指し

令れ
い

さ
れ
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

」
に
対た

い

す
る
違い

和わ

感か
ん

が
育そ

だ

っ

て
い
た
。
一ひ

と
つ
は
昭

し
ょ
う

和わ

２
（
１
９
２
７
）
年ね

ん

に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

が
出だ

し
た
「
２
７
年ね

ん

テ
ー
ゼ
」
で
「
天て

ん

皇の
う

制せ
い

」
廃は

い

止し

が
打う

ち

出だ

さ
れ
た
こ
と
。

　
こ
の
と
き
に
も
心し

ん

底そ
こ

で
大お

お

き
な
違い

和わ

感か
ん

を
感か

ん

じ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
私わ

た
し
だ
け
で
は
な
く
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

や
イ
ン
テ
リ

田た

中な
か

清せ
い

玄げ
ん  

「
根こ

ん

源げ
ん

」に
生い

き
る

２０１９年
ねん

９月
がつ

８日
か

版
ばん

の
多お

お

く
も
そ
う
で
し
た
。
当と

う

時じ

の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

農の
う

民み
ん

大た
い

衆し
ゅ
うは
、
天て

ん

皇の
う

制せ
い

廃は
い

止し

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
無む

批ひ

判は
ん

に
受う

け
入い

れ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。［
１
，　
Ｐ
７
８
］

　

も
う
一ひ

と
つ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
や
り
方か

た

が
だ
ん
だ
ん
分わ

か
っ

て
き
た
こ
と
だ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
猜さ

い

疑ぎ

心し
ん

が
強つ

よ

く
、
自じ

分ぶ
ん

の
地ち

位い

を
脅お

び
や
か
し
そ
う
な
者も

の

は
先せ

ん

手て

を
打う

っ
て
殺こ

ろ

し
て
し
ま

う
。
清せ

い

玄げ
ん

が
頼た

よ

り
に
し
て
い
た
山や

ま

本も
と

縣け
ん

藏ぞ
う

は
、
ソ
連れ

ん

で
野の

坂ざ
か

参さ
ん

三ぞ
う

に
密み

っ

告こ
く

さ
れ
て
粛

し
ゅ
く

正せ
い

さ
れ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
田た

中な
か

に
も

モ
ス
ク
ワ
に
来こ

い
と
言い

っ
て
き
た
が
、
用よ

う

心じ
ん

深ぶ
か

い
清せ

い

玄げ
ん

は
行い

か

な
か
っ
た
。

　

母は
は

の
自じ

決け
つ

の
５
か
月げ

つ

後ご

、
清せ

い

玄げ
ん

は
逮た

い

捕ほ

さ
れ
、
無む

期き

懲
ち
ょ
う

役え
き

を
宣せ

ん

告こ
く

さ
れ
た
。
五ご

十じ
ゅ
う

数す
う

件け
ん

も
官か

ん

憲け
ん

殺さ
っ

傷し
ょ
う

事じ

件け
ん

を
起お

こ

し
「
死し

刑け
い

に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
不ふ

思し

議ぎ

」［
１
，　

Ｐ
７
９
］

だ
っ
た
が
、
取と

り
調し

ら

べ
を
し
た
平ひ

ら

田た

勲い
さ
お、
戸と

沢ざ
わ

重し
げ

雄お

の
二ふ

た

人り

の

検け
ん

事じ

は
「
思し

想そ
う

犯は
ん

に
死し

刑け
い

な
し
」
を
一い

っ

貫か
ん

し
て
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
た
。

「
皇こ

う

室し
つ

を
守ま

も

る
た
め
に
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

員い
ん

を
死し

刑け
い

に
す
る
と
い
う
の
で

は
、
真し

ん

に
皇こ

う

室し
つ

を
守ま

も

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
持じ

論ろ
ん

を

持も

っ
て
い
た
。

　

清せ
い

玄げ
ん

の
同ど

う

志し

で
や
は
り
捕つ

か

ま
っ
た
田た

島じ
ま

善よ
し

幸ゆ
き

は
、
京

き
ょ
う

大だ
い

の
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

た
ち
が
「
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

試し

験け
ん

だ
け
は
受う

け
さ
せ
て
や
り
た
い
」

と
の
嘆た

ん

願が
ん

書し
ょ

を
出だ

し
、
そ
れ
が
認み

と

め
ら
れ
て
、
獄ご

く

中ち
ゅ
うで
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

が
で
き
た
。「
こ
う
い
う
こ
と
が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

な
ん
か
に
対た

い

す
る
、

一い
ち

番ば
ん

大お
お

き
な
打だ

撃げ
き

に
な
る
の
で
す
よ
」
と
清せ

い

玄げ
ん

は
言い

う
。
マ
ル

ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

は
階か

い

級き
ゅ
う

的て
き

憎ぞ
う

悪お

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
い
る
か
ら
、

真ま

心ご
こ
ろで
接せ

っ

せ
ら
れ
る
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自じ

体た
い

が
萎な

え
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
。

　

看か
ん

守し
ゅ

た
ち
と
も
仲な

か

良よ

く
な
っ
て
、
対た

い

抗こ
う

野や

球き
ゅ
うを
し
た
り
し

た
。
京

き
ょ
う

大だ
い

野や

球き
ゅ
う

部ぶ

だ
っ
た
田た

島じ
ま

や
打だ

撃げ
き

が
得と

く

意い

だ
っ
た
清せ

い

玄げ
ん

た
ち
の
受じ

ゅ

刑け
い

者し
ゃ

チ
ー
ム
が
勝か

つ
と
、
看か

ん

守し
ゅ

た
ち
は
悔く

や

し
が
っ

た
。
新し

ん

聞ぶ
ん

や
雑ざ

っ

誌し

も
読よ

め
、
汁し

る

粉こ

を
作つ

く

っ
た
り
鶏

に
わ
と
りを
飼か

っ
た
り

と
、「
入は

い

ら
ぬ
の
は
芸げ

い

者し
ゃ

だ
け
」
と
清せ

い

玄げ
ん

が
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

め
か
し
て
言い

う
ほ
ど
だ
っ
た
。
刑け

い

は
罰ば

つ

で
は
な
く
、
受じ

ゅ

刑け
い

者し
ゃ

を
立た

ち
直な

お

ら
せ

る
た
め
と
い
う
「
教

き
ょ
う

育い
く

刑け
い

主し
ゅ

義ぎ

は
徹て

っ

底て
い

し
て
い
た
」
と
清せ

い

玄げ
ん

は
言い

う
。

　

清せ
い

玄げ
ん

は
獄ご

く

中ち
ゅ
うで
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

へ
の
訣け

つ

別べ
つ

宣せ
ん

言げ
ん

を
す
る
。
そ
の
過か

程て
い

を
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
に
対た

い

す
る
批ひ

判は
ん

を
通つ

う

じ
て
、
最さ

い

後ご

は
マ
ル
ク
ス

主し
ゅ

義ぎ

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
の
訣け

つ

別べ
つ

に
進す

す

ん
で
い
く
の
で
す
が
、
そ
の

過か

程て
い

で
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

が
考か

ん
がえ
た
の
は
、
結け

っ

局き
ょ
くの
と
こ
ろ
、
マ
ル
ク
ス

主し
ゅ

義ぎ

が
西せ

い

洋よ
う

合ご
う

理り

主し
ゅ

義ぎ

の
申も

う

し
子ご

で
あ
り
、
そ
の
西せ

い

洋よ
う

合ご
う

理り

主し
ゅ

義ぎ

は
一い

っ

神し
ん

論ろ
ん

の
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うと
ギ
リ
シ
ャ
文ぶ

ん

明め
い

を
母ぼ

胎た
い

に
し

た
混こ

ん

合ご
う

造ぞ
う

形け
い

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。・
・
・

　
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

と
い
い
ま
す
ね
。
こ
の
世よ

に
存そ

ん

在ざ
い

す
る
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
神か

み

だ
と
い
う
信し

ん

仰こ
う

で
す
が
、
こ
の
信し

ん

仰こ
う

が
自じ

分ぶ
ん

の
血ち

肉に
く

の
中な

か

に
ま
で
入は

い

り
込こ

ん
で
い
て
、
引ひ

き
は
が
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
。
そ
う
し
て
そ
の
祭さ

い

主し
ゅ

が
皇こ

う

室し
つ

で
あ
り
、
わ
が
民み

ん

族ぞ
く

の
社し

ゃ

会か
い

形け
い

成せ
い

と
国こ

っ

家か

形け
い

成せ
い

の
根こ

ん

底て
い

を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
、私わ

た
しは
獄ご

く

中ち
ゅ
うに
お
い
て
思お

も

い
至い

た
っ
た
の
で
す
。考か

ん
がえ
て
考か

ん
がえ
て
、

考か
ん
がえ
抜ぬ

い
た
あ
げ
く
の
結け

つ

論ろ
ん

で
し
た
。［
１
，　
Ｐ
８
０
］

　

受じ
ゅ

刑け
い

中ち
ゅ
うに
出で

会あ

っ
た
の
が
、講こ

う

話わ

に
来き

た
玄げ

ん

峰ぽ
う

老ろ
う

師し

だ
っ
た
。

そ
の
時と

き

、
清せ

い

玄げ
ん

は
「
日に

本ほ
ん

を
あ
あ
し
た
い
、
こ
う
し
た
い
」
と

語か
た

っ
た
が
、
じ
っ
と
聞き

い
て
い
た
老ろ

う

師し

は
最さ

い

後ご

に
こ
う
言い

っ
た
。

「
あ
ん
た
は
け
っ
た
い
な
人ひ

と

や
な
あ
。
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

が
何な

に

で
あ
る

か
分わ

か
ら
な
く
て
、
ど
う
し
て
人ひ

と

の
こ
と
が
分わ

か
る
ん
や
」

　

返か
え

す
言こ

と

葉ば

も
な
く
黙だ

ま

っ
て
い
る
清せ

い

玄げ
ん

に
老ろ

う

師し

は
一い

っ

冊さ
つ

の
本ほ

ん

を

差さ

し
入い

れ
て
く
れ
た
。
白は

く

隠い
ん

禅ぜ
ん

師じ

全ぜ
ん

集し
ゅ
うだ
っ
た
。
最さ

い

初し
ょ

は
何な

に

が
な
に
や
ら
分わ

か
ら
ぬ
ま
ま
、
十

じ
ゅ
う

数す
う

回か
い

も
繰く

り
返か

え

し
読よ

み
通と

お

し
、
や
っ
と
「
自じ

分ぶ
ん

の
進す

す

む
べ
き
道み

ち

は
こ
れ
だ
、
玄げ

ん

峰ぽ
う

老ろ
う

師し

か

ら
学ま

な

ぶ
し
か
な
い
」
と
確か

く

信し
ん

す
る
に
至い

た

っ
た
。

　

無む

期き

懲ち
ょ
う

役え
き

だ
っ
た
が
、
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

（
現げ

ん

・
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

）

の
ご
生せ

い

誕た
ん

と
紀き

元げ
ん

２
６
０
０
年ね

ん

で
２
回か

い

の
恩お

ん

赦し
ゃ

を
受う

け
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
６
（
１
９
４
１
）
年ね

ん

４
月が

つ

２
９
日に

ち

に
出

し
ゅ
っ

所し
ょ

で
き
た
。
す

ぐ
に
静し

ず

岡お
か

県け
ん

三み

島し
ま

の
龍

り
ゅ
う

沢た
く

寺じ

へ
行い

っ
て
、
玄げ

ん

峰ぽ
う

老ろ
う

師し

に
「
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うを
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願ね

が

い
し
た
。
そ
の
年と

し

に
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
が
、
老ろ

う

師し

は
清せ

い

玄げ
ん

を
脇わ

き

目め

も
ふ
ら
ず
に
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うさ
せ
た
。

　

戦せ
ん

況き
ょ
うが
不ふ

利り

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
（
１
９
４
４
）

年ね
ん

の
秋あ

き

頃こ
ろ

か
ら
、
老ろ

う

師し

は
沼ぬ

ま

津づ

に
何な

ん

度ど

か
通か

よ

っ
て
い
た
。
清せ

い

玄げ
ん

は
途と

中ち
ゅ
うま
で
は
つ
い
て
い
っ
た
が
、
そ
の
先さ

き

は
ど
こ
に
行い

っ
て
い

る
の
か
、
教お

し

え
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

あ
る
時と

き

、
戻も

ど

っ
て
き
た
老ろ

う

師し

が
「
貞て

い

明め
い

様さ
ま

（
弊へ

い

誌し

注ち
ゅ
う

：　

大た
い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
お
后き

さ
き
）
も
今き

ん

上じ
ょ
う

様さ
ま

（
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

）
も
、
日に

本ほ
ん

の
運う

ん

命め
い

を
い
か
い
（
ひ
ど
く
）
心し

ん

配ぱ
い

し
て
ご
ざ
る
ぞ
」
と
独ひ

と

り
言ご

と

の
よ
う
に
言い

っ
た
。
沼ぬ

ま

津づ

御ご

用よ
う

邸て
い

に
避ひ

難な
ん

さ
れ
て
い
る
貞て

い

明め
い

皇こ
う

太た
い

后ご
う

に
会あ

わ
れ
て
い
る
な
、
と
分わ

か
っ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
０
（
１
９
４
５
）
年ね

ん

３
月が

つ

末ま
つ

、
老ろ

う

師し

は
鈴す

ず

木き

貫か
ん

太た

郎ろ
う

と
会あ

っ
た
。
海か

い

軍ぐ
ん

大た
い

将し
ょ
うで
あ
り
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
侍じ

従じ
ゅ
う

長ち
ょ
うも

務つ
と

め
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
老ろ

う

師し

に
付つ

き
添そ

っ
て
い
た
清せ

い

玄げ
ん

は
お
茶ち

ゃ

を
出だ

し
た
り
し
な
が
ら
、
二ふ

た

人り

の
や
り
と
り
を
聞き

い
て
い
た
。

　

当と
う

時じ

、
鈴す

ず

木き

は
東と

う

條じ
ょ
う

英ひ
で

機き

退た
い

陣じ
ん

の
後あ

と

の
首し

ゅ

相し
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

を
求も

と

め
ら
れ
て
い
た
。「
武ぶ

人じ
ん

、
政せ

い

治じ

に
関か

ん

与よ

す
べ
か
ら
ず
」
と
い

う
軍ぐ

ん

人じ
ん

勅ち
ょ
く

諭ゆ

を
金き

ん

科か

玉ぎ
ょ
く

条じ
ょ
うと
し
て
生い

き
て
き
た
鈴す

ず

木き

は
迷ま

よ

っ

て
い
た
。
老ろ

う

師し

は
言い

っ
た
。

　
あ
な
た
は
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

す
ぎ
る
。
し
か
し
、
今い

ま

は
そ
う
い
う
人ひ

と

こ

そ
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
名め

い

誉よ

も
地ち

位い

も
い
ら
ん
、
国く

に

に
な
り
き
っ
た
人ひ

と

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
あ
な
た
は
二に

・
二に

六ろ
く

（
事じ

件け
ん

）
で
、
一い

ち

度ど

あ
の

世よ

に
行い

っ
て
い
る
方か

た

だ
。
だ
か
ら
生せ

い

死し

は
乗の

り
越こ

え
て
い
ら
っ

し
や
る
。
お
引ひ

き
受う

け
な
さ
い
。
た
だ
し
戦せ

ん

争そ
う

を
止や

め
さ
せ

る
た
め
で
す
よ
。

　

老ろ
う

師し

の
言こ

と

葉ば

に
従

し
た
が
っ
て
鈴す

ず

木き

は
首し

ゅ

相し
ょ
うと
な
り
、
８
月が

つ

９
日か

と

１
４
日か

の
御ご

前ぜ
ん

会か
い

議ぎ

に
お
い
て
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

か
ら
「
自じ

分ぶ
ん

の

身み

は
ど
う
な
っ
て
も
」
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

受じ
ゅ

諾だ
く

の
御ご

聖せ
い

断だ
ん

を
引ひ

き
出だ

し
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
。［
Ａ
］

　

８
月が

つ

１
４
日か

に
、
清せ

い

玄げ
ん

は
玄げ

ん

峰ぽ
う

老ろ
う

師し

か
ら
総そ

う

理り

宛あ
て

の
手て

紙が
み

を
届と

ど

け
に
官か

ん

邸て
い

に
行い

っ
た
際さ

い

、
阿あ

南な
み

惟こ
れ

幾ち
か

陸り
く

軍ぐ
ん

大だ
い

臣じ
ん

に
出で

く

わ
し
た
。
阿あ

南な
み

は
御ご

前ぜ
ん

会か
い

議ぎ

の
決け

っ

定て
い

通と
お

り
、
陸り

く

軍ぐ
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
暴ぼ

う

発は
つ

を
抑お

さ

え
た
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
っ
た
。
阿あ

南な
み

は
「
私わ

た
しは
老ろ

う

師し

に
は
え
ら
い

お
世せ

話わ

に
な
っ
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
阿あ

南な
み

が
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
お
っ
た
と

お
伝つ

た

え
く
だ
さ
い
」
と
、
頭あ

た
まを
深ふ

か

々ぶ
か

と
下さ

げ
た
。

　
お
顔か

お

の
色い

ろ

が
な
ん
と
も
い
え
ず
透と

う

明め
い

な
感か

ん

じ
で
、
俗ぞ

く

気け

と
い

う
も
の
が
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
な
い
。
あ
れ
が
仏ほ

と
けの
顔か

お

と
い
う
の
だ

ろ
う
ね
。真ま

夏な
つ

で
す
よ
。こ
れ
は
死し

ぬ
気き

だ
な
と
す
ぐ
に
分わ

か
っ

た
。
翌よ

く

日じ
つ

未み

明め
い

に
は
、も
う
腹は

ら

を
切き

ら
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

［
１
，　
Ｐ
１
３
５
］

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

、
鈴す

ず

木き

首し
ゅ

相し
ょ
う、
阿あ

南な
み

陸り
く

相し
ょ
うな
ど
、
生せ

い

死し

を
超こ

え

た
人ひ

と

々び
と

の
手て

に
よ
っ
て
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

は
実じ

つ

現げ
ん

し
た
。

　

敗は
い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
１
０
月が

つ

、
清せ

い

玄げ
ん

は
『
週

し
ゅ
う

刊か
ん

朝あ
さ

日ひ

』
に
「
天て

ん

皇の
う

制せ
い

を
護ご

持じ

せ
よ
」
と
の
一い

ち

文ぶ
ん

を
寄き

稿こ
う

し
た
。
諸し

ょ

民み
ん

族ぞ
く

の
複ふ

く

合ご
う

体た
い

で
あ
る
日に

本ほ
ん

が
大や

ま
と和
民み

ん

族ぞ
く

を
形け

い

成せ
い

で
き
た
の
は
社し

ゃ

会か
い

的て
き

融ゆ
う

合ご
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て
い
る
天て

ん

皇の
う

制せ
い

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
あ
ら
ゆ

る
物も

の

を
取と

り
入い

れ
共と

も

に
生い

き
る
と
い
う
古こ

来ら
い

か
ら
の
真し

ん

正せ
い

な

神し
ん

道と
う

、
こ
れ
こ
そ
が
日に

本ほ
ん

の
進す

す

む
べ
き
道み

ち

だ
。
今い

ま

こ
そ
天て

ん

皇の
う

制せ
い

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

戦せ
ん

前ぜ
ん

の
共き

ょ
う

産さ
ん

党と
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

母は
は

の
諌か

ん

死し

を
機き

に
皇こ

う

室し
つ

護ご

持じ

に
生い

き
た
人ひ

と

（３） ２０１９年第５３８５号 	１２月	 ７日	（土曜日）

を
護ご

持じ

せ
よ
、
と
書か

い
た
。

　

た
ま
た
ま
玄げ

ん

峰ぽ
う

老ろ
う

師し

と
親し

た

し
く
し
て
い
た
菊き

く

池ち

盛も
り

登と

氏し

が

禁き
ん

衛え
い

府ふ

（
後の

ち

の
皇こ

う

宮ぐ
う

警け
い

察さ
つ

）
の
長

ち
ょ
う

官か
ん

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一い

ち

文ぶ
ん

を
陛へ

い

下か

に
お
目め

に
掛か

け
た
。
１
２
月が

つ

頃ご
ろ

、
菊き

く

池ち

氏し

に
呼よ

ば

れ
て
「
陛へ

い

下か

に
お
会あ

い
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
平へ

い

服ふ
く

で

着き

て
く
れ
」
と
の
連れ

ん

絡ら
く

が
あ
っ
た
。
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

御ご

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

を
拝は

い

観か
ん

し
て
い
る
時と

き

に
、
陛へ

い

下か

に
た
ま
た
ま
お
目め

に
掛か

か
っ
た
、
と

い
う
こ
と
に
す
る
と
い
う
。

　

清せ
い

玄げ
ん

は
１
２
月が

つ

２
１
日に

ち

に
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に
拝は

い

謁え
つ

し
た
。
清せ

い

玄げ
ん

は
「
陛へ

い

下か

に
弓ゆ

み

を
引ひ

い
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
書し

ょ

記き

長ち
ょ
うを
や
り
、
今こ

ん

日に
ち

で
は
根こ

ん

底て
い

か
ら
間ま

違ち
が

っ
て
お
る
こ
と
が
分わ

か
り
ま
し
た
」
と
切き

り
出だ

し
、「
二に

千せ
ん

数す
う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

を
統と

う

一い
つ

融ゆ
う

和わ

さ
せ
て
き

た
皇こ

う

室し
つ

に
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

し
、
陛へ

い

下か

に
も
心こ

こ
ろ
か
ら
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
ま

す
」
と
述の

べ
た
。
そ
の
う
え
で
、
清せ

い

玄げ
ん

は
陛へ

い

下か

に
３
つ
の
こ
と

を
申も

う

し
上あ

げ
た
。

　
一ひ

とつ
は
、「
陛へ

い

下か

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
ご
退た

い

位い

な
さ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

軍ぐ
ん

は
陛へ

い

下か

に
お
望の

ぞ

み
で
な
い
戦せ

ん

争そ
う

を
押お

し
付つ

け
て
参ま

い

り
ま
し

た
。
こ
れ
は
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

実じ
つ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
国こ

く

民み
ん

は
そ
れ
を
陛へ

い

下か

の
ご
意い

思し

の
よ
う
に
曲

き
ょ
っ

解か
い

し
て
お
り
ま
す
。
陛へ

い

下か

の
平へ

い

和わ

を
愛あ

い

し
、
人じ

ん

類る
い

を
愛あ

い

し
、
ア
ジ
ア
を
愛あ

い

す
る
お
心こ

こ
ろと
お
姿す

が
たを
、

国こ
く

民み
ん

に
告つ

げ
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。
摂せ

っ

政し
ょ
うの
宮み

や

を
置お

か
れ
る
の
も

い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
。

　
当と

う

時じ

、
退た

い

位い

論ろ
ん

が
盛さ

か

ん
で
し
た
か
ら
、
摂せ

っ

政し
ょ
うの
宮み

や

を
お
け

と
い
う
議ぎ

論ろ
ん

も
あ
っ
た
。

　
も
う
一ひ

と
つ
は
、「
国こ

く

民み
ん

は
い
ま
飢う

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

皇こ
う

室し
つ

財ざ
い

産さ
ん

を
投な

げ
出だ

さ
れ
て
、
戦せ

ん

争そ
う

の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
な
っ
た
国こ

く

民み
ん

を
お
救す

く

い
く
だ
さ
い
。陛へ

い

下か

の
払は

ら

わ
れ
た
犠ぎ

牲せ
い

に
対た

い

し
て
は
、

国こ
く

民み
ん

は
奮ふ

ん

起き

し
て
今こ

ん

後ご

、
何な

ん

年ね
ん

に
も
わ
た
っ
て
応こ

た

え
て
い
く
こ

と
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
。

　
三み

つ
目め

は
、「
い
ま
国こ

く

民み
ん

は
復ふ

っ

興こ
う

に
立た

ち
上あ

が
っ
て
お
り
ま

す
が
、陛へ

い

下か

を
存ぞ

ん

じ
上あ

げ
ま
せ
ん
。
そ
の
姿す

が
たを
御ご

覧ら
ん

に
な
っ
て
、

励は
げ

ま
し
て
や
っ
て
下く

だ

さ
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。［
１
，　

Ｐ

１
３
９
］

　

陛へ
い

下か

は
「
う
ー
ん
、
あ
っ
、
そ
う
か
。
分わ

か
っ
た
」
と
、
び
っ

く
り
し
た
よ
う
な
顔か

お

を
さ
れ
て
、大お

お

き
く
頷う

な
ずか
れ
た
。
清せ

い

玄げ
ん

は
、

陛へ
い

下か

の
「
水す

い

晶し
ょ
うの
よ
う
に
透す

き
通と

お

っ
た
お
人ひ

と

柄が
ら

と
、ご
聡そ

う

明め
い

さ
」

に
打う

た
れ
て
、
思お

も

わ
ず
「
私わ

た
し
は
命い

の
ち
に
懸か

け
て
陛へ

い

下か

並な
ら

び
に
日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

制せ
い

を
お
守ま

も

り
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
」
と
約や

く

束そ
く

し
た
。

　

清せ
い

玄げ
ん

の
３
つ
の
提て

い

案あ
ん

は
す
べ
て
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に
よ
り
実じ

っ

行こ
う

さ
れ

て
い
る
。

　

す
で
に
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
９
月が

つ

２
７
日に

ち

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
会か

い

見け
ん

で
、「（
日に

本ほ
ん

の
）
す
べ
て
の
決け

っ

定て
い

と
行こ

う

動ど
う

に
対た

い

す
る
全ぜ

ん

責せ
き

任に
ん

を
負お

う
者も

の

と
し
て
、
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

を
あ
な
た
の
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
（
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

）
諸し

ょ

国こ
く

の
採さ

い

決け
つ

に
委ゆ

だ

ね
る
た
め
お
訪た

ず

ね
し
た
」
と
述の

べ
て
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
感か

ん

動ど
う

さ
せ
て
い
た
。
退た

い

位い

な
ど
に
よ
っ
て
ご

自じ

分ぶ
ん

は
助た

す

か
ろ
う
、
な
ど
と
い
う
お
気き

持も

ち
は
か
け
ら
も
な

く
、
あ
く
ま
で
天て

ん

皇の
う

と
し
て
の
全ぜ

ん

責せ
き

任に
ん

を
全ま

っ
と
う
し
よ
う
と
さ

れ
た
。［
Ｂ
］

　

皇こ
う

室し
つ

財ざ
い

産さ
ん

に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
別べ

つ

の
会か

い

見け
ん

で

皇こ
う

室し
つ

御ぎ
ょ

物ぶ
つ

の
目も

く

録ろ
く

を
渡わ

た

さ
れ
、
こ
れ
を
代だ

い

償し
ょ
うに
国こ

く

民み
ん

を
餓が

死し

１
．
暗く

ら

闇や
み

に
浮う

か
び
上あ

が
っ
た
母は

は

の
顔か

お

２
．
共き

ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

へ
の
違い

和わ

感か
ん

か
ら
救す

く

っ
て
欲ほ

し
い
と
依い

頼ら
い

さ
れ
た
。こ
れ
に
も
感か

ん

動ど
う

し
た
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
「
か
な
ら
ず
食

し
ょ
く

料り
ょ
うを
本ほ

ん

国ご
く

か
ら
移い

入に
ゅ
うす
る
方ほ

う

法ほ
う

を
講こ

う

ず
る
か
ら
、
安あ

ん

心し
ん

さ
れ
た
い
」
と
答こ

た

え
た
［
Ｃ
］。

　

第だ
い

三さ
ん

の
国こ

く

民み
ん

を
励は

げ

ま
す
事こ

と

に
関か

ん

し
て
は
、
８
年ね

ん

半は
ん

を
か
け

て
沖お

き

縄な
わ

を
除の

ぞ

く
全ぜ

ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

を
回ま

わ

ら
れ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に
励は

げ

ま
さ
れ
た
国こ

く

民み
ん

が
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
、
戦せ

ん

後ご

復ふ
っ

興こ
う

に
立た

ち
上あ

が
っ

た
。［
Ｄ
］

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
こ
れ
ら
３
点て

ん

を
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
た
こ
と
が
、
我わ

が

国く
に

が
戦せ

ん

後ご

の
混こ

ん

乱ら
ん

を
乗の

り
越こ

え
て
、
復ふ

っ

興こ
う

に
邁ま

い

進し
ん

で
き
た
大お

お

き
な
要よ

う

因い
ん

で
あ
っ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
３
つ
の
御ご

行こ
う

動ど
う

が
清せ

い

玄げ
ん

の
提て

い

言げ
ん

に
従

し
た
が
っ
た
も
の

な
の
か
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

ご
自じ

身し
ん

で
も
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
の

か
は
不ふ

明め
い

で
あ
る
。
た
だ
し
、「
水す

い

晶し
ょ
うの
よ
う
に
透す

き
通と

お

っ
た

お
人ひ

と

柄が
ら

と
、
ご
聡そ

う

明め
い

さ
」
で
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

を
願ね

が

わ
れ
る
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

と
、「
あ
ら
ゆ
る
物も

の

を
取と

り
入い

れ
、
共と

も

に
生い

き
る
」
事こ

と

が

日に

本ほ
ん

の
進す

す

む
べ
き
道み

ち

と
喝か

っ

破ぱ

し
た
清せ

い

玄げ
ん

が
、
ま
っ
た
く
同お

な

じ
考

か
ん
が

え
に
辿た

ど

り
着つ

い
た
と
し
て
も
不ふ

思し

議ぎ

で
は
な
い
。

　

田た

中な
か

清せ
い

玄げ
ん

は
、
そ
の
後ご

、
吉よ

し

田だ

茂し
げ
るか
ら
中な

か

曽そ

根ね

康や
す

弘ひ
ろ

ま
で

の
歴れ

き

代だ
い

首し
ゅ

相し
ょ
うの
み
な
ら
ず
、ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

、ス
ハ
ル
ト
、ア
ン
ド
レ・

マ
ル
ロ
ー
、
ハ
イ
エ
ク
な
ど
の
世せ

界か
い

の
錚そ

う

々そ
う

た
る
人じ

ん

物ぶ
つ

と
親し

ん

交こ
う

を
結む

す

び
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
ひ
た
す
ら
日に

本ほ
ん

の
た
め
に
尽つ

く
し
て

い
く
。
常

じ
ょ
う

人じ
ん

に
は
信し

ん

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
の
大お

お

き
な

人じ
ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

ん
だ
。

　

清せ
い

玄げ
ん

と
２
年ね

ん

近ち
か

い
間あ

い
だイ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重か

さ

ね
、そ
れ
を
［
１
］

と
し
て
ま
と
め
た
大お

お

須す

賀が

瑞み
ず

夫お

氏し

は
、「
解か

い

題だ
い

」
で
清せ

い

玄げ
ん

の
特と

く

徴ち
ょ
うの
一ひ

と
つ
は
「
極き

わ

め
て
ラ
ジ
カ
ル
な
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
」
こ
と
を
挙あ

げ
て
い
る
。

　
こ
の
場ば

合あ
い

の
ラ
ジ
カ
ル
と
は
、
極

き
ょ
く

右う

、
極

き
ょ
く

左さ

な
ど
と
い
う

過か

激げ
き

派は

の
意い

味み

よ
り
は
、字じ

義ぎ

本ほ
ん

来ら
い

の
「
徹て

っ

底て
い

的て
き

」
あ
る
い
は

「
根こ

ん

源げ
ん

的て
き

」
と
い
う
こ
と
に
近ち

か

い
。
そ
し
て
そ
れ
は
彼か

れ

の
生

し
ょ
う

涯が
い

を
貫つ

ら
ぬい
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。［
１
，　
３
４
９
］

　
「
ラ
ジ
カ
ル
」
の
語ご

源げ
ん

は
「
ル
ー
ツ
（
根ね

）」
だ
。
清せ

い

玄げ
ん

が
マ

ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

に
違い

和わ

感か
ん

を
覚お

ぼ

え
、
つ
い
に
は
「
こ
の
世よ

に
存そ

ん

在ざ
い

す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
神か

み

」
で
、
そ
の
祭さ

い

主し
ゅ

が
皇こ

う

室し
つ

で
あ
り
、

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
っ

家か

の
形け

い

成せ
い

の
中

ち
ゅ
う

核か
く

を
な
し
た
、
と
い
う
「
根ね

っ
こ
」
に

辿た
ど

り
着つ

い
た
考か

ん
が
え
方か

た

は
、
ま
さ
に
「
根こ

ん

源げ
ん

的て
き

」
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
来き

た

る
湧わ

き
出で

る
真ま

心ご
こ
ろが
世せ

界か
い

の
錚そ

う

々そ
う

た
る
人じ

ん

物ぶ
つ

の
共

き
ょ
う

感か
ん

を
呼よ

ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

　

清せ
い

玄げ
ん

ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
は
無む

理り

で
も
、
我わ

れ

々わ
れ

も
我わ

れ

々わ
れ

な
り
の

「
根こ

ん

源げ
ん

的て
き

な
」
生い

き
方か

た

を
目め

指ざ

し
て
行い

く
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
m
a
z
o
n
.c
o
.jp
/
o
/

asin/4
5
9
4
0
7
9
0
3
2
/japanonthegl0

-2
2
/

ア
マ
ゾ
ン
「
メ
デ
ィ
ア
と
社し

ゃ

会か
い

」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
カ
テ
ゴ

リ
ー　

１
位い

（
Ｈ
３
０
／
２
／
１
調し

ら

べ
）

万ば
ん

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
を
願ね

が

う
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
利り

他た

心し
ん

の

源げ
ん

泉せ
ん

。

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
７
８
）　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

を
お
育そ

だ

て
し
た
杉す

ぎ

浦う
ら

重じ
ゅ
う

剛ご
う

の
「
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

」
御ご

進し
ん

講こ
う

「
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

」
は
他た

国こ
く

民み
ん

も
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
普ふ

遍へ
ん

的て
き

な
人じ

ん

倫り
ん

の

道み
ち

を
説と

い
て
い
た
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
6
1
1
/article_4

.
htm
l

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
８
３
）　

敗は
い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
日に

本ほ
ん

を
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

か
ら
救す

く

っ
た
の
は　

～
江え

崎ざ
き

道み
ち

朗お

『
日に

本ほ
ん

占せ
ん

領り
ょ
うと
「
敗は

い

戦せ
ん

革か
く

命め
い

」
の
危き

機き

』

　

敗は
い

戦せ
ん

の
混こ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
よ
う
と
す
る
国こ

く

内な
い

お
よ
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

た
ち
の
前ま

え

に
立た

ち
は
だ
か
っ

た
の
は
。

http://blog.jog-net.jp/2
0
1
8
0
9
/article_1

1
.

htm
l

Ｄ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な

い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
m
a
z
o
n
.c
o
.jp
/
o
/

asin/4
5
9
4
0
7
4
9
5
2
/japanonthegl0

-2
2
/

ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
位い

（
Ｈ
２
８
／
６
／

３
０
調し

ら

べ
）　

総そ
う

合ご
う

１
９
位い

（
Ｈ
２
８
／
５
／
２
９
調し

ら

べ
）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
田た

中な
か

清せ
い

玄げ
ん

、
大お

お

須す

賀が

瑞み
ず

夫お

『
田た

中な
か

清せ
い

玄げ
ん

自じ

伝で
ん

』、

ち
く
ま
文ぶ

ん

庫こ

、
Ｈ
２
０

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

a
m
a
zo
n
.co
.jp
/o
/

asin
/4
4
8
0
4
2
4
4
0
7
/

japanontheg0
1
-2
2
/

３
．
共き

ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
対た

い

す
る

　
　
「
一い

ち

番ば
ん

大お
お

き
な
打だ

撃げ
き

」

７
．
昭し

ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
３
つ
の
実じ

っ

行こ
う

５
．
生せ

い

死し

を
乗の

り
越こ

え
た
人ひ

と

々び
と

６
．
陛へ

い

下か

に
申も

う

し
上あ

げ
た

　
　

３
つ
の
こ
と

４
．「
自じ

分ぶ
ん

の
進す

す

む
べ
き
道み

ち

は
こ
れ
だ
」

８
．「
根こ

ん

源げ
ん

的て
き

な
」
生い

き
方か

た
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Médico japonês conhecido 
por trabalho assistencial é 
morto no Afeganistão

Abe poderá visitar Arábia Saudita e 
Emirados Árabes no mês que vem

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Assassinato (05/12/2019)

Premiê japonês (06/12/2019)

Afegãos lamentam a 
morte de Tetsu Nakamu-
ra, um renomado médico 
japonês de 73 anos conhe-
cido por seu trabalho as-
sistencial no Afeganistão. 
Ele foi ferido mortalmente 
a balas, na quarta-feira, no 
país.
Nakamura chefiava a ONG 
Peshawar-kai, com sede 
na cidade de Fukuoka, no 
oeste do Japão. Ele passou 
anos ajudando o povo afe-
gão de diversas maneiras, 

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, poderá visitar a 
Arábia Saudita e os Emi-
rados Árabes Unidos até 
mesmo no mês que vem 
com o intuito de procurar 
conseguir uma compreen-
são do plano de seu go-
verno de enviar um avião 

incluindo a construção de 
canais de irrigação.
Segundo a polícia da pro-
víncia de Nangarhar, no 
leste do Afeganistão, o veí-
culo do médico japonês foi 
atacado, na quarta-feira, 
por atiradores não identifi-
cados na capital provincial 
Jalalabad. Ele foi transpor-
tado até um hospital local, 
mas foi declarado morto 
posteriormente.
A polícia local diz que ou-
tras cinco pessoas, incluin-

e um navio da Força de 
Autodefesa para o Oriente 
Médio.
O governo japonês está 
considerando o envio de 
tais embarcações a fim de 
conseguir recolher mais 
informação, de forma que 
navios comerciais ligados 

do o motorista e guarda-
costas de Tetsu Nakamura, 
também morreram no ata-
que.
Ainda na quarta-feira, 
muitas pessoas acende-
ram velas e homenagea-
ram o médico japonês, em 
Jalalabad. Um agricultor 
na faixa etária dos 40 anos 
declarou que Nakamura 
forneceu ajudou a ele e 
seus colegas durante muito 
tempo para evitar que suas 
terras fossem inundadas. 

com o Japão possam na-
vegar com segurança nas 
águas da região.
Durante sua viagem, Abe 
deverá explicar que o pla-
nejado envio seria inde-
pendente de uma coalizão 
liderada pelos Estados 
Unidos com propósitos si-

Ele disse que sentia muito 
pela morte de seu benfei-
tor.
Nenhum lado assumiu a 
autoria do ataque. Contu-
do, a polícia informou que 
o mesmo deve ter sido re-
alizado por três ou quatro 
homens que foram de car-
ro até o local da embosca-
da. Eles teriam escapado 
em veículos. A polícia diz 
que o ataque pode ter sido 
premeditado.

milares.
Abe também deverá expli-
car que o Japão continuará 
a envidar esforços diplo-
máticos para suavizar as 
tensões na região, usando 
seus laços estreitos com os 
Estados Unidos e o Irã.

Tetsu Nakamura dedicou sua vida e 
carreira a ajudar o próximo

Médico Japonês (05/12/2019)

Tetsu Nakamura, o mé-
dico japonês que foi morto 
em um ataque a tiros nesta 
quarta-feira no Afeganis-
tão, dedicou sua própria 
vida e carreira a ajudar o 
próximo.
Certa vez ele disse: “Não 
quero me vestir de branco 
e andar por aí com um ar 
pomposo. Ficamos mais 
bonitos quando vemos o 
suor de nosso trabalho.”
Nakamura começou a tra-
balhar como médico no 

Paquistão em 1984, ofe-
recendo auxílio médico às 
pessoas daquele país e do 
vizinho Afeganistão.
No ano 2000, o Afeganis-
tão foi atingido por um sé-
rio período de seca e fome. 
Nakamura logo percebeu 
que oferecer apenas auxí-
lio médico não resolveria 
o problema. Então, ele fo-
cou em ajudar a revitalizar 
a indústria agrícola do país 
por meio da construção de 
sistemas de irrigação.

Governo japonês prepara pacote 
de estímulo de aproximadamente 
230 bilhões de dólares

Casal imperial visita 
mausoléus ancestrais

Lutadores de caratê japoneses 
que vão competir na 
Tóquio–2020

Economia (03/12/2019)

Casa Imperial (03/12/2019)

Jogos olímpicos (02/12/2019)

Autoridades do gover-
no japonês e membros da 
coalizão governista estão 
entrando na última etapa 
de negociações sobre um 
pacote de estímulo no va-
lor aproximado de 230 bi-
lhões de dólares.
As medidas visam finan-
ciar a recuperação de uma 
série de desastres naturais 
e agir preventivamente 
contra o risco de uma de-
saceleração da economia.
A infraestrutura será for-
talecida. Parte do dinheiro 
será destinado para refor-
çar diques em rios. Insta-
lações de bem estar social 
vão receber seus próprios 
geradores de energia e sis-

O Imperador Naruhito do 
Japão e a Imperatriz Ma-
sako visitaram os mauso-
léus do Imperador Showa 
e do Imperador Taisho 
para relatar a conclusão 
dos principais rituais e ce-
rimônias de entronização.
O casal imperial foi pri-
meiro na terça-feira de 
manhã ao mausoléu do 
Imperador Showa na cida-
de de Hachioji, no oeste de 
Tóquio.
Escoltado por autoridades 
de alto escalão da Agência 
da Casa Imperial, o impe-
rador, vestindo um fraque, 
caminhou lentamente ao 
longo do caminho de cas-

Três atletas japoneses têm 
qualificação garantida para 
o caratê dos Jogos Olím-
picos de 2020 em Tóquio. 
Será a primeira vez em que 
o esporte estará representa-
do numa olimpíada.
Ryo Kiyuna e Kiyou Shi-
mizu deverão competir no 
evento de forma — “kata” 
— nos embates masculino 
e feminino, em que os atle-
tas são julgados pela pre-
cisão e pela capacidade de 
resistência proporcionadas 
por suas técnicas. Já Ken 
Nishimura deverá competir 
no evento de luta — “kumi-

temas de abastecimento de 
água.
Com relação aos estímu-
los, o governo pretende 
ajudar financeiramente pe-
cuaristas para ampliar sua 
produção de carne bovina 
“wagyu” para exportação.
O pacote também disponi-
bilizará dinheiro para que 
pequenas e médias empre-
sas possam aumentar salá-
rios de seus funcionários 
com menor remuneração.
Outras medidas visam fi-
nanciar educação. Um dos 
objetivos é dar a todos os 
estudantes do ensino bá-
sico e ginasial acesso a 
computadores e tablets até 
o ano fiscal de 2023.

calho rumo ao mausoléu 
de seu avô.
Ele ofereceu a muda de 
uma árvore sagrada e se 
curvou profundamente. A 
imperatriz, trajando um 
vestido cinza, fez o mes-
mo.
O casal foi então ao 
mausoléu do Imperador 
Taisho, bisavô do Impera-
dor Naruhito, no mesmo 
complexo.
Na quarta-feira, o casal vai 
visitar os santuários do Pa-
lácio Imperial, concluindo 
uma série de rituais rela-
cionados à entronização 
que tiveram início em 
maio.

te” —, na categoria mascu-
lina de 75 quilos.
Os três são os japoneses 
mais bem colocados, em 
suas categorias, no ranking 
da Federação Mundial de 
Caratê para a Tóquio–2020. 
Obtiveram pontos sufi-
cientes para superar outros 
atletas japoneses com pon-
tuação acima da margem 
requerida de 2 mil pontos.
Quatro homens e quatro 
mulheres vão representar 
o Japão nos Jogos. A partir 
de fevereiro, a Associação 
japonesa de Caratê planeja 
selecionar seus integran-
tes com base nos rankings 
mundiais.

Nakamura disse: “Remé-
dios não podem curar fome 
e sede, por isso decidi ir 
além do campo limitado da 
medicina e trabalhar para 
assegurar que as pessoas 
tenham comida e água su-
ficiente. Foi uma grande 
mudança.”
A determinação de 
Nakamura o levou a rece-
ber grandes condecorações. 
Em 2003, ele recebeu o 
prêmio Ramon Magsaysay 
para Paz e Compreensão 

Internacional. A premiação 
é amplamente reconhecida 
como o “prêmio Nobel da 
Ásia”.
Em outubro deste ano, o 
presidente afegão Ashraf 
Ghani o condecorou como 
cidadão honorário, conce-
dido pela primeira vez a um 
estrangeiro. Ghani disse: 
“O doutor Nakamura é um 
japonês ilustre que gostaria 
de saudar por ter passado 
mais de 20 anos ajudando 
o Afeganistão. Ele trouxe 
tradicionais métodos japo-
neses de coleta de água e 
os adaptou ao nosso país.”

Trump espera que o Japão pague 
mais por bases americanas no país

Área perto do revezamento da tocha 
para a Tóquio–2020 é descontaminada

EUA (04/12/2019)

Descontaminação (05/12/2019)

O presidente dos EUA, 
Donald Trump, disse espe-
rar que o Japão pague mais 
para sediar bases militares 
americanas.
Trump fez o comentário 
durante reunião com o 

O Ministério do Meio 
Ambiente do Japão 
anunciou que uma 
área da província de 
Fukushima perto do 
ponto de largada do 
revezamento da tocha 
para os Jogos Olímpi-
cos de 2020 em Tóquio 
foi descontaminada, 
seguindo-se à detecção 
no local de radiação 
acima de níveis consi-
derados normais.
Segundo informou a 
pasta na quarta-feira, a 
radiação foi detectada 
em um estacionamen-

secretário-geral da Otan, 
Jens Stoltenberg, em Lon-
dres na terça-feira. O presi-
dente americano disse que 
pediu ao premiê japonês, 
Shinzo Abe, o qual descre-
veu como um amigo, que 

to público adjacente 
ao complexo esportivo 
J-Village, onde terá iní-
cio o revezamento da 
tocha em 26 de março.
Distante cerca de 20 
quilômetros da usina 
Fukushima 1, o J-Villa-
ge já foi utilizado como 
base operacional no 
trabalho de descomis-
sionamento dos reato-
res nucleares.
Depois que o Greenpe-
ace Japan revelou o 
problema no mês pas-
sado, a Companhia 
de Energia Elétrica de 

ajude os EUA “porque o 
Japão é uma nação mui-
to rica”. Trump disse que 
Abe “vai fazer muitas coi-
sas”.
Japão e EUA debaterão os 
custos no ano que vem.

Tóquio, que administra 
a usina, inspecionou a 
área. Constatou um ní-
vel de radiação de 1,79 
microsievert por hora 
a 1 metro de altura do 
solo.
A radiação era menor 
do que os 3,8 microsie-
verts por hora estabele-
cidos em diretrizes do 
governo japonês como 
tolerável para o retor-
no ao lar de pessoas 
afetadas pelo acidente 
nuclear. Era, contu-
do, cerca de 18 vezes 
maior que o padrão de 

0,1 microsievert por hora nor-
malmente observado no posto 
de monitoramento do J-Villa-
ge.
O Ministério do Meio Am-
biente do Japão informou que 
investiga a causa do acentua-
do aumento da radiação e exa-
mina atentamente a região.
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少す
く

な
く
、
高こ

う

カ
ロ
リ
ー
と
言い

わ
れ
て
い
る
が
、
伯は

っ

国こ
く

に
住す

ん
で
い
て
も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
農の

う

業
ぎ
ょ
う

移い

民み
ん

が
多お

お

く
、
野や

菜さ
い

を
食た

べ

る
習

し
ゅ
う

慣か
ん

が
あ
っ
た
お
か
げ
で

長な
が

生い

き
を
し
て
い
る
の
か
。
そ

れ
と
も
伯は

っ

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
、

「
細こ

ま

か
い
こ
と
を
気き

に
し
な

い
で
ス
ト
レ
ス
を
溜た

め
な
い
」

と
か
、
他ほ

か

に
な
に
か
長な

が

生い

き

の
秘ひ

訣け
つ

が
あ
る
の
か
も
？

　
　
　
　
　

◎

　

柳
り
ゅ
う

誌し

『
ぶ
ら
じ
る
川せ

ん

柳り
ゅ
う

』

１
１
月が

つ

号ご
う

が
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
、
当と

う

　

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
は
、「
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う」
の
伝で

ん

達た
つ

式し
き

を
１
１

月が
つ

２
６
日に

ち

に
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
行

お
こ
な
っ
た
。
総そ

う

理り

大だ
い

臣じ
ん

が
毎ま

い

年と
し

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

を
迎む

か

え
る
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
祝

い
わ
い

状じ
ょ
うと
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
贈ぞ

う

呈て
い

す
る
も

の
で
、
今こ

ん

回か
い

の
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

の
該が

い

当と
う

者し
ゃ

は
５
３
人に

ん

。
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うの
海か

い

外が
い

在ざ
い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

該が
い

当と
う

者し
ゃ

は

９
８
人に

ん

で
、
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うが
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

か
ら
だ
っ
た
。
１
６
人に

ん

が
本ほ

ん

人に
ん

出し
ゅ
っ

席せ
き

、
１
１
人に

ん

が
代だ

い

理り

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
総そ

う

理り

か
ら
贈お

く

ら
れ
た
祝

い
わ
い

状じ
ょ
うと
記き

念ね
ん

品ひ
ん

の
銀ぎ

ん

杯ぱ
い

を
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

か
ら
受う

け
取と

っ
た
。

地ち

川せ
ん

柳り
ゅ
う

界か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

す
る
重

じ
ゅ
う

鎮ち
ん

・
柿か

き

嶋し
ま

さ
だ
子こ

追つ
い

悼と
う

号ご
う

と

な
っ
て
い
た
。
７
月が

つ

３
０
日に

ち

に

亡な

く
な
り
、
翌よ

く

３
１
日に

ち

に
荼だ

毘び

に
付ふ

さ
れ
、
ス
ザ
ノ
墓ぼ

地ち

に
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

９
０
。

晩ば
ん

年ね
ん

の
句く

《
母は

は

の
背せ

に
貼は

っ
て

上あ

げ
た
い
五い

つ

つ
星ぼ

し

》
も
再さ

い

録ろ
く

さ
れ
た
。
大お

お

城き

戸ど

節せ
つ

子こ

さ
ん

は
追つ

い

悼と
う

コ
ラ
ム
の
中な

か

で
、
自じ

分ぶ
ん

が
特と

く

選せ
ん

に
と
っ
た
柿か

き

嶋し
ま

さ

ん
の
作さ

く

品ひ
ん

《
謙け

ん

虚き
ょ

さ
が
地じ

味み

な
人ひ

と

柄が
ら

光ひ
か

ら
せ
る
》
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
ま
た
北き

た

パ
ラ
ナ
在ざ

い

住
じ
ゅ
う

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

者し
ゃ

の
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を
祝い

わ

っ
た
。

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
皆み

な

様さ
ま

は
大た

い

正し
ょ
うか
ら
平へ

い

成せ
い

の
激げ

き

動ど
う

の
時じ

代だ
い

を
過す

ご
さ
れ
、
５
月が

つ

１
日た

ち

の

今き
ん

上じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
ご
即そ

く

位い

と

改か
い

元げ
ん

に
は
、
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

い
思お

も

い

が
あ
っ
た
か
と
思お

も

い
ま
す
。
皆み

な

様さ
ま

の
ご
家か

族ぞ
く

は
希き

望ぼ
う

を
胸む

ね

に

移い

住じ
ゅ
うし
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
困こ

ん

難な
ん

を
努ど

力り
ょ
くで
乗の

り
越こ

え
て
き
ま
し
た
。

ご
家か

族ぞ
く

や
ご
友ゆ

う

人じ
ん

に
恵め

ぐ

ま
れ
、

喜よ
ろ
こび
に
満み

ち
た
日ひ

び々

も
多お

お

か

っ
た
こ
と
と
思お

も

い
ま
す
。
今こ

ん

後ご

も
ま
す
ま
す
健け

ん

康こ
う

で
幸し

あ
わ
せ

な
毎ま

い

日に
ち

を
送お

く

れ
る
こ
と
を
心

こ
こ
ろ

か
ら
願ね

が

い
ま
す
」
と
祝

し
ゅ
く

意い

を

表ひ
ょ
うし
た
。

伝で
ん

達た
つ

式し
き

後ご

は
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

は
食

し
ょ
く

事じ

を
楽た

の

し
ん
だ
。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うの
際さ

い

に
「
こ

う
し
て
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うし
て
い
た
だ
け

る
な
ん
て
光こ

う

栄え
い

で
す
」
と

涙な
み
だを
浮う

か
べ
て
い
た
田た

中な
か

み
つ
さ
ん
に
話は

な
し

を
聞き

く
と
、

１
９
３
９
年ね

ん

に
夫お

っ
と
と
共と

も

に
渡と

伯は
く

し
た
と
い
う
。

　
「
９
年ね

ん

前ま
え

に
亡な

く
な
っ
た
夫

お
っ
と

は
、
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
農の

う

業ぎ
ょ
うに
励は

げ

ん
だ
。
お
か
げ
で
５
人に

ん

の
子こ

ど
も
を
皆み

な

大だ
い

学が
く

に
入い

れ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
胸む

ね

を
張は

っ

て
話は

な

し
た
。
娘む

す
め
の
初は

つ

音ね

さ
ん

（
７
６
、
二に

世せ
い

）
と
息む

す

子こ

の

春は
る

樹き

さ
ん
（
６
６
）
は
「
先せ

ん

祖ぞ

も
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の
人ひ

と

が
多お

お

か
っ
た

よ
う
で
す
。
母は

は

は
昔む

か
し
か
ら
気き

が
強つ

よ

か
っ
た
で
す
ね
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受う

け
た
西に

し

山や
ま

長な
が

光み
つ

さ
ん
に
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の
秘ひ

訣け
つ

を
聞き

く
と

「
若わ

か

い
頃こ

ろ

か
ら
た
ば
こ
と
ア

ル
コ
ー
ル
は
控ひ

か

え
て
い
た
」
と

の
こ
と
。
２
カ
月げ

つ

前ま
え

ま
で
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
た
め

に
一ひ

と

人り

で
メ
ト
ロ
と
バ
ス
を
乗の

り
継つ

い
で
通か

よ

っ
て
い
た
。「
体

か
ら
だ

だ
け
で
な
く
、
脳の

う

も
衰お

と
ろ
え
な

い
よ
う
に
、
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

を
暗あ

ん

記き

し
て
、
そ
れ
を
書か

い
て
手て

を
動う

ご

か
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

新し
ん

聞ぶ
ん

や
小

し
ょ
う

説せ
つ

も
よ
く
読よ

む
」

と
い
う
。

　

西に
し

山や
ま

さ
ん
は
３
４
年ね

ん

に
家か

族ぞ
く

で
渡と

伯は
く

し
、
伯は

っ

国こ
く

生せ
い

活か
つ

は

８
５
年ね

ん

に
な
る
。「
日に

本ほ
ん

が
令れ

い

和わ

を
迎む

か

え
た
記き

念ね
ん

の
年と

し

に
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

を
首し

ゅ

相し
ょ
うに
祝い

わ
っ
て
も
ら
え
て

本ほ
ん

当と
う

に
あ
り
が
た
い
」
と
喜

よ
ろ
こ

び
を
語か

た
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

で
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

の
問も

ん

題だ
い

点て
ん

を
聞き

く
と
、「
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

は
い
じ
め
や
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

が

多お
お

い
。
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

の
よ
う
な

道ど
う

徳と
く

の
芯し

ん

に
な
る
も
の
が
な

く
、
修

し
ゅ
う

身し
ん

の
心こ

こ
ろ
が
欠か

け
て
い

る
」
と
話は

な

し
た
。

　

百
ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

は
、
日に

本ほ
ん

の
老ろ

う

人じ
ん

福ふ
く

祉し

法ほ
う

が

定さ
だ

め
る
９
月が

つ

１
５
日に

ち

の
「
老ろ

う

人じ
ん

の
日ひ

」
の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

と
し

て
、
総そ

う

理り

が
毎ま

い

年と
し

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

を
迎む

か

え
る
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
祝

い
わ
い

状じ
ょ
うと
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
贈ぞ

う

呈て
い

す
る
も
の
。
今こ

ん

回か
い

の
該が

い

当と
う

者し
ゃ

は
全ぜ

ん

世せ

界か
い

で

３
万ま

ん

７
０
０
５
人に

ん

。

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

の

該が
い

当と
う

者し
ゃ

５
３
人に

ん

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り

（
五ご

十じ
ゅ
う

音お
ん

順じ
ゅ
ん、
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

青あ
お

山や
ま

一ひ
と
し、
淺あ

さ

田だ

達た
つ

雄お

、
淺あ

さ

野の

多た

津つ

夫お

、
新あ

ら

井い

廣ひ
ろ

志し

、
有あ

り

園ぞ
の

國く
に

吉き
ち

、
井い

貝が
い

主か
ず

馬ま

、
板い

た

垣が
き

ト
シ
子こ

、
今い

ま

川が
わ

ヱ
ミ
子こ

、

岩い
わ

村む
ら

ヨ
シ
エ
、
上う

え

田だ

高た
か

子こ

、

漆う
る
し

畑ば
た

五ご

郎ろ
う

、
小お

方が
た

ア
サ
コ
、

て
い
た
県け

ん

庁ち
ょ
う

地ち

域い
き

外が
い

交こ
う

局
き
ょ
く

地ち

域い
き

外が
い

交こ
う

課か

の
小お

澤ざ
わ

和か
ず

久ひ
さ

課か

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

か
ら
の
お
祝い

わ

い
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ

た
。
原は

ら

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
は
７
５
歳さ

い

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

３
４
人に

ん

に
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
渡わ

た

さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
も
末す

え

永な
が

く
お
元げ

ん

気き

で
」
と
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を

祝い
わ
っ
た
。
羽は

藤と
う

ジ
ェ
オ
ル
ジ
聖せ

い

市し

議ぎ

も
駆か

け
つ
け
、
お
祝い

わ

い

の
言こ

と

葉ば

を
の
べ
た
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
くで
は
、
３
０
人に

ん

も
の

ビデオ講
こう

演
えん

の様
よう

子
す

　

Ｇ
Ｌ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

（
尾お

田だ

嘉よ
し

雄お

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
、
『
最さ

い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

の
作つ

く

り
方か

た

Ⅱ 

２
０
１
９
』
と
題だ

い

し
た

ビ
デ
オ
講こ

う

演え
ん

会か
い

（
ポ
語ご

音お
ん

声せ
い

通つ
う

訳や
く

付つ

き
）
を
先せ

ん

月げ
つ

２
４
日か

に
聖せ

い

市し

Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
劇げ

き

場じ
ょ
うに

て
開か

い

催さ
い

し
た
。
会か

い

場じ
ょ
うに
は
約や

く

１
８
０
人に

ん

が
集つ

ど

い
、
ビ
デ
オ

講こ
う

演え
ん

の
ほ
か
懇こ

ん

親し
ん

会か
い

等な
ど

を
通と

お

し
て
、
初し

ょ

心し
ん

者し
ゃ

も
気き

軽が
る

に
教お

し

え
に
触ふ

れ
る
機き

会か
い

と
な
っ
た
。

　

講こ
う

演え
ん

に
先さ

き

立だ

ち
、
Ｇ
Ｌ
Ａ

主し
ゅ

宰さ
い

の
高た

か

橋は
し

佳け
い

子こ

氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

の
翻ほ

ん

訳や
く

を
手て

が
け
る
、
伯は

っ

国こ
く

支し

部ぶ

顧こ

問も
ん

弁べ
ん

護ご

士し

・
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

氏し

が
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
。「
高た

か

橋は
し

氏し

の
深ふ

か

い
思お

も

い
が
あ
り
、

翻ほ
ん

訳や
く

は
困こ

ん

難な
ん

を
極き

わ

め
る
」
と

述の

べ
な
が
ら
も
、
ポ
語ご

新し
ん

刊か
ん

本ぼ
ん

が
当と

う

日じ
つ

会か
い

場じ
ょ
うで
販は

ん

売ば
い

開か
い

始し

と
な
っ
た
旨む

ね

を
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
講こ

う

演え
ん

は
１
１
月が

つ

３
日か

に
日に

本ほ
ん

で
行お

こ
な
わ
れ
た
も

の
。
前ぜ

ん

半は
ん

の
映え

い

像ぞ
う

で
は
、
Ｇ

Ｌ
Ａ
の
提て

い

唱し
ょ
うす
る
教お

し

え
で
人じ

ん

生せ
い

の
危き

機き

を
乗の

り
越こ

え
た
会か

い

員い
ん

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等な

ど

が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。
後こ

う

半は
ん

の
高た

か

橋は
し

氏し

の
の
今い

ま

立た
ち

帰か
え
るさ
ん
は
訃ふ

報ほ
う

を
聞き

い
て
《
風か

ぜ

さ
わ
ぎ
遠と

お

く
柳や

な
ぎ

が

朽く

ち
果は

て
る
》
と
追つ

い

悼と
う

句く

を

詠よ

ん
だ
。
同お

な

じ
く
鈴す

ず

木き

甘か
ん

雨う

さ
ん
も
《
あ
の
世よ

で
も
柳

り
ゅ
う

人じ
ん

仲な
か

間ま

で
座ざ

を
囲か

こ

み
》。
ま
た
同ど

う

号ご
う

で
は
特と

く

集し
ゅ
う「
第だ

い

６
６
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

川せ
ん

柳り
ゅ
う

大た
い

会か
い

」
の
「
ぶ
ら
じ

る
川せ

ん

柳り
ゅ
う

大た
い

賞し
ょ
う」
の
栄は

え
あ
る

１
位い

に
青あ

お

井い

万ま
ん

賀が

さ
ん
、
２

位い

に
那な

須す

ア
リ
セ
さ
ん
、
３

位い

に
遠え

ん

藤ど
う

幸ゆ
き

雄お

さ
ん
と
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｇ
Ｌ
Ａ
は
先せ

ん

月げ
つ

１
３
日に

ち

に

地ち

下か

鉄て
つ

ア
ナ
・
ロ
ー
ザ
駅え

き

近ち
か

く
に
「
Ｇ
Ｌ
Ａ
・
ド
・
ブ
ラ

ジ
ル
会か

い

館か
ん

」
が
開か

い

所し
ょ

し
た
ば

か
り
。
次じ

回か
い

３
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
「
２
０
２
０
新し

ん

年ね
ん

映え
い

像ぞ
う

の
つ
ど
い
」
は
新し

ん

会か
い

館か
ん

で
の
開か

い

催さ
い

と
な
る
予よ

定て
い

。
日に

ち

語ご

講こ
う

演え
ん

は
３
月が

つ

１
日た

ち

（
日に

ち

）、
ポ
語ご

講こ
う

演え
ん

は
３
月が

つ

１
５
日に

ち

（
日に

ち

）

そ
れ
ぞ
れ
午ご

後ご

２
時じ

よ
り
。

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

の
よ
う
な
会か

い

館か
ん

の
見け

ん

学が
く

が
て
ら
、
自じ

己こ

診し
ん

断だ
ん

を
試た

め

し
て
み
て
は
？

安あ

倍べ

総そ
う

理り

か
ら
祝い

わ
い

状じ
ょ
う

と
銀ぎ

ん

杯ぱ
い

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

の
在ざ

い

外が
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
半は

ん

分ぶ
ん

超ち
ょ
う

会か
い

員い
ん

が
１
品し

な

を
持も

ち
寄よ

り
、

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

が
用よ

う

意い

し
た
刺さ

し
身み

な
ど
に
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打う

っ
た
。

　

１
９
５
６
年ね

ん

に
渡と

伯は
く

、
当と

う

日じ
つ

最さ
い

高こ
う

齢れ
い

の
９
５
歳さ

い

だ
っ
た

佐さ

野の

武た
け
しさ
ん（
由ゆ

比い

郡ぐ
ん

）は「
に

ぎ
や
か
に
祝い

わ
っ
て
も
ら
え
て
嬉う

れ

し
い
」
と
喜よ

ろ
こ
ん
だ
。
こ
の
た

め
に
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ク
リ
チ
ー
バ

市し

か
ら
駆か

け
つ
け
た
山や

ま

本も
と

茂
し
げ
る

さ
ん
（
９
３
）
は
、
ワ
イ
シ

ャ
ツ
の
下し

た

に
娘む

す
め
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

静し
ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
忘ぼ

う

年ね
ん

会か
い

兼け
ん

敬け
い

老ろ
う

会か
い

過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
出し

ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

で
盛も

り
上あ

が
る

Ｇ
Ｌ
Ａ
が
ビ
デ
オ
講こ

う

演え
ん

会か
い

「
暗あ

ん

号ご
う

解と

い
て
最さ

い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

を
」

ト
し
て
も
ら
っ
た
名な

前ま
え

入い

り
の
サ
ッ
カ
ー
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着き

込こ

ん
で
い
た
。

　

ま
た
ア
チ
バ
イ
ア
か
ら

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
片か

た

山や
ま

芳よ
し

郎ろ
う

さ
ん

（
７
９
、
御お

前ま
え

崎ざ
き

市し

）
は
、

１
１
月が

つ

２
７
日に

ち

に
テ
レ
ビ
朝あ

さ

日ひ

の
番ば

ん

組ぐ
み

に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
た
ば
か

り
。
ア
ン
ト
ニ
オ
猪い

の

木き

氏し

が

「
消

し
ょ
う

息そ
く

を
知し

り
た
い
友ゆ

う

人じ
ん

」

と
し
て
片か

た

山や
ま

さ
ん
を
指し

名め
い

し

た
こ
と
か
ら
、
撮さ

つ

影え
い

班は
ん

が
取し

ゅ

材ざ
い

に
来ら

い

伯は
く

、
無ぶ

事じ

に
放ほ

う

送そ
う

さ

れ
た
。
当と

う

日じ
つ

は
そ
の
一い

ち

部ぶ

が

上じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
、
会か

い

場じ
ょ
うか
ら
片か

た

山や
ま

さ
ん
に
拍は

く

手し
ゅ

が
湧わ

い
た
。

　

当と
う

日じ
つ

受う
け

付つ
け

を
手て

伝つ
だ

っ
て

い
た
の
は
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

Ｏ
Ｇ
の

佐さ

藤と
う

ジ
ュ
リ
エ
・
ナ
オ
ミ
さ

ん
（
２
５
、
三さ

ん

世せ
い

）。
昨さ

く

年ね
ん

７
月が

つ

か
ら
３
月が

つ

ま
で
８
カ
月げ

つ

53 人
にん

の百
ひゃく

歳
さい

以
い

上
じょう

を高
こう

齢
れい

者
しゃ

表
ひょう

彰
しょう

（７） ２０１９年第５３８５号  １２月 ７日 （土曜日）

当
とう

日
じつ

出
しゅっ

席
せき

した被
ひ

表
ひょう

彰
しょう

者
しゃ

ら

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

在
ざ い

聖
せ い

総
そ う

領
りょう

事
じ

館
か ん

　
《
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
うの
海か

い

外が
い

在ざ
い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

該が
い

当と
う

者し
ゃ

は
９
８
人に

ん

で
、
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うが

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

》
と
い

う
こ
と
は
、
世せ

界か
い

の
在ざ

い

外が
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
半は

ん

分ぶ
ん

以い

上じ
ょ
うが
サ
ン
パ

ウ
ロ
州し

ゅ
う
と
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
うに
住す

ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
か
。
ブ
ラ
ジ

ル
料

り
ょ
う

理り

は
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
野や

菜さ
い

が
河か

わ

中な
か

司つ
か
さ、
金き

ん

城じ
ょ
う

惠え

美み

子こ

、

佐さ

さ々

木き

三さ
ぶ

郎ろ
う

、
白し

ら

木き

國く
に

義よ
し

、

杉す
ぎ

尾お

コ
ト
、
高た

か

橋は
し

庄し
ょ
う

一い
ち、
田た

中な
か

み
つ
、
谷た

に

口ぐ
ち

智ち

惠え

、
知ち

念ね
ん

幸こ
う

成せ
い

、
寺て

ら

田だ

辰た
つ

子こ

、
徳と

く

永な
が

ト
シ
エ
、
中な

か

島し
ま

嶷さ
と
し、
西に

し

井い

久ひ
さ

枝え

、
西に

し

畑は
た

富ふ

士じ

子こ

、
西に

し

山や
ま

長な
が

光み
つ

、野の

村む
ら

吉よ
し

子こ

、萩は
ぎ

原は
ら

ヨ
シ
エ
、

比ひ

嘉が

カ
メ
、
平ひ

ら

井い

ス
テ
、
福ふ

く

島し
ま

キ
ミ
エ
、
藤ふ

じ

井い

重し
げ

隆た
か

、
藤ふ

じ

原わ
ら

笑え
み

子こ

、
古ふ

る

山や
ま

孝た
か

子こ

、
前ま

え

田だ

ヒ
サ
子こ

、
水み

ず

﨑さ
き

サ
キ
エ
、
森も

り

岡お
か

和か
ず

、
八や

木ぎ

ユ
リ
、
山や

ま

北き
た

千ち

代よ

子こ

、
山や

ま

口ぐ
ち

ツ
ギ
子こ

、
山や

ま

口ぐ
ち

ト
ミ
、
山や

ま

﨑ざ
き

敬け
い

典す
け

、
山や

ま

本も
と

好よ
し

夫お

、
吉よ

し

田だ

潤じ
ゅ
ん、
他ほ

か

匿と
く

名め
い

希き

望ぼ
う

８
人に

ん伝で
ん

達た
つ

式し
き

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

の
辺え

原ば
ら

良よ
し

子こ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

間か
ん

母ぼ

県け
ん

で
日に

本ほ
ん

語ご

や
建け

ん

築ち
く

関か
ん

係け
い

の
研け

ん

修し
ゅ
うを
受う

け
、「
と
て
も

楽た
の

し
か
っ
た
。
色い

ろ

々い
ろ

な
国く

に

か

ら
来き

て
い
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
知し

り

合あ

え
た
し
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

の
皆み

な

さ

ん
も
皆み

な

と
て
も
親し

ん

切せ
つ

だ
っ
た
」

と
笑え

顔が
お

を
浮う

か
べ
た
。
最も

っ
と
も

印い
ん

象し
ょ
うに
残の

こ

っ
た
場ば

所し
ょ

は
伊い

豆ず

の
温お

ん

泉せ
ん

、
登と

呂ろ

遺い

跡せ
き

な
ど
だ

っ
た
と
い
う
。

　

来ら
い

年ね
ん

早そ
う

々そ
う

に
３
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
短た

ん

期き

研け
ん

修し
ゅ
うに
行い

く
姉あ

ね

の
佐さ

藤と
う

前ま
え

田だ

タ
ミ
さ
ん
（
２
７
、
三さ

ん

世せ
い

）

は
、「
日に

本ほ
ん

は
ワ
ク
ワ
ク
す
る

こ
と
だ
ら
け
。
静し

ず

岡お
か

名め
い

物ぶ
つ

の

油あ
ぶ
らそ
ば
と
か
桜さ

く
ら
え
び
の
天て

ん

ぷ

ら
と
か
ぜ
ひ
食た

べ
て
み
た
い
」

と
語か

た
っ
た
。

講こ
う

演え
ん

映え
い

像ぞ
う

で
は
、
新し

ん

年ね
ん

に
続つ

づ

き
「
最さ

い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

を
作つ

く

る
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
会か

い

員い
ん

の

１
人り

を
壇だ

ん

上じ
ょ
うに
呼よ

び
、
実じ

っ

際さ
い

の
体た

い

験け
ん

を
も
と
に
説せ

つ

明め
い

し
て
い

っ
た
。

　

最さ
い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

を
作つ

く

る
た
め

に
大だ

い

事じ

な
こ
と
は
「
人じ

ん

生せ
い

の

暗あ
ん

号ご
う

を
解と

く
こ
と
」。
い
つ
の

間ま

に
か
他た

人に
ん

の
価か

値ち

観か
ん

や
判は

ん

断だ
ん

基き

準じ
ゅ
んに
影え

い

響き
ょ
うさ
れ
て
い
な

い
か
等な

ど

、
暗あ

ん

号ご
う

を
解と

く
よ
う

に
心こ

こ
ろ
の
奥お

く

深ふ
か

く
を
知し

る
こ
と

で
、
本ほ

ん

当と
う

の
自じ

分ぶ
ん

を
見み

い

出だ

す

こ
と
が
出で

来き

る
と
い
う
。
最さ

い

後ご

に
高た

か

橋は
し

氏し

は
「
最さ

い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

に
す
る
た
め
に
、
こ
の
暗あ

ん

号ご
う

を
ぜ
ひ
解と

い
て
下く

だ

さ
い
」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
て
締し

め
く
く
っ
た
。

　

会か
い

場じ
ょ
う

内な
い

に
は
自じ

分ぶ
ん

を
知し

る
た
め
の
取と

り
組く

み
と
し
て
、

し
て
は
日に

本ほ
ん

か
ら
母ぼ

県け
ん

か
ら

静し
ず

岡お
か

文ぶ
ん

化か

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

大だ
い

学が
く

の
学が

く

生せ
い

や
副ふ

く

学が
く

長ち
ょ
うの
み
な
ら
ず
、
浜は

ま

松ま
つ

市し

長ち
ょ
うも
受う

け
入い

れ
る
な
ど

交こ
う

流り
ゅ
うが
深ふ

か

ま
っ
た
年と

し

に
な
っ

た
。大た

い

変へ
ん

誇ほ
こ

り
に
思お

も
っ
て
い
る
。

来ら
い

年ね
ん

は
さ
ら
に
盛も

り
上あ

げ
ま

し
ょ
う
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
、「
静し

ず

岡お
か

県け
ん

の
歌う

た

」
を
全ぜ

ん

員い
ん

で
合が

っ

唱し
ょ
うし

た
。

　

川か
わ

崎さ
き

エ
レ
ナ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
司し

会か
い

を
担た

ん

当と
う

し
、
先せ

ん

日じ
つ

来ら
い

伯は
く

し

　

ブ
ラ
ジ
ル
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
原は

ら

永な
が

門と

会か
い

長ち
ょ
う）
は
１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
「
忘ぼ

う

年ね
ん

会か
い

兼け
ん

敬け
い

老ろ
う

会か
い

」
を

開か
い

催さ
い

し
、
こ
の
種し

ゅ

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

と

し
て
は
同ど

う

会か
い

過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
約や

く

９
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
る
盛せ

い

況き
ょ
うぶ
り

と
な
っ
た
。

　

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うは
「
今こ

年と
し

は
令れ

い

和わ

が
始は

じ

ま
る
と
い
う
節ふ

し

目め

で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と

高た
か

橋は
し

氏し

考こ
う

案あ
ん

の
「
自じ

己こ

診し
ん

断だ
ん

コ
ー
ナ
ー
」
が
設も

う

け
ら
れ
た
。

質し
つ

問も
ん

用よ
う

紙し

に
回か

い

答と
う

す
る
と
、

自じ

分ぶ
ん

の
心こ

こ
ろの
傾け

い

向こ
う

が
４
つ
の
タ

イ
プ
に
瞬

し
ゅ
ん

時じ

に
分ぶ

ん

析せ
き

さ
れ
る
。

講こ
う

演え
ん

映え
い

像ぞ
う

後ご

の
懇こ

ん

親し
ん

会か
い

で
は
、

多お
お

く
の
人ひ

と

が
こ
の
診し

ん

断だ
ん

に
列れ

つ

を
作つ

く

っ
た
。
ま
た
そ
の
診し

ん

断だ
ん

結け
っ

果か

を
も
と
に
、
展て

ん

示じ

さ
れ

た
図ず

を
見み

な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
が

丁て
い

寧ね
い

に
説せ

つ

明め
い

を
し
て
い
た
。

　

初は
じ

め
て
講こ

う

演え
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し

た
と
い
う
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
ラ
ウ

ル
・
デ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
さ
ん

（
３
７
）
は
、「
診し

ん

断だ
ん

結け
っ

果か

は
自じ

分ぶ
ん

の
性せ

い

格か
く

そ
の
も
の
で
ビ

ッ
ク
リ
。
説せ

つ

明め
い

し
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
参さ

ん

考こ
う

に
、
仕し

事ご
と

や
人に

ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

の
改か

い

善ぜ
ん

に
役や

く

立だ

て
た

い
」
と
語か

た
っ
て
い
た
。

め
約や

く

７
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
被ひ

伝で
ん

達た
つ

式し
き

に
は
親し

ん

族ぞ
く

ら
を
含ふ

く
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ペット供
く

養
よう

に利
り

用
よう

される放
ほう

光
こう

室
しつ

き
る
。
洗せ

ん

面め
ん

に
つ
い
て
は
、

朝ち
ょ
う

食し
ょ
くの
後あ

と

に
す
る
人ひ

と

が
増ふ

え
て
い
る
が
、
食

し
ょ
く

事じ

は
命

い
の
ち

を
頂い

た
だ

く
こ
と
な
の
で
、
そ

の
前ま

え

に
心し

ん

身し
ん

を
清き

よ

め
る
洗せ

ん

面め
ん

を
す
る
こ
と
が
仏ぶ

つ

道ど
う

に

お
い
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
と
し
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

夕ゆ
う

方が
た

に
は
、
大だ

い

導ど
う

師し

を
中な

か

野の

重じ
ゅ
う

孝こ
う

・
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

長ち
ょ
う

楽ら
く

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
、
納の

う

経き
ょ
う

師し

を
眞ま

崎ざ
き

孝こ
う

雄ゆ
う

・
秋あ

き

田た

県け
ん

妙み
ょ
う

覚が
く

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
、
検け

ん

経き
ょ
う

師し

を

髙た
か

橋は
し

元げ
ん

英え
い

・
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

廣こ
う

德と
く

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くと
軽か

る

部べ

文ぶ
ん

弘こ
う

・
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

安あ
ん

楽ら
く

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
務つ

と

め
、

本ほ
ん

堂ど
う

内な
い

を
ろ
う
そ
く
だ
け

で
照て

ら
し
、
仏ほ

と
け

や
先せ

ん

祖ぞ

の

供く

養よ
う

を
行お

こ
な

う
万ま

ん

灯と
う

供く

養よ
う

を

行お
こ
ない
、
幻げ

ん

想そ
う

的て
き

な
光こ

う

景け
い

が

広ひ
ろ

が
っ
た
。
そ
の
後ご

歓か
ん

迎げ
い

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
、
２
日か

目め

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
終お

え
た
。

　

２
４
日か

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
本ほ

ん

堂ど
う

で
、
乙お

と

川が
わ

暎え
い

元げ
ん

・

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

總そ
う

持じ

寺じ

監か
ん

院に
ん

を
導ど

う

師し

と
し
、
南な

ん

米べ
い

全ぜ
ん

土ど

で
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た
僧そ

う

侶り
ょ

に
報ほ

う

恩お
ん

感か
ん

謝し
ゃ

を
表ひ

ょ
う

し
、
南

み
な
み

を
亡な

く
し
て
落お

ち
込こ

ん
で
い

た
と
こ
ろ
に
、
母は

は

が
寺て

ら

の
手て

伝つ
だ

い
を
勧す

す

め
、
義ぎ

父ふ

が
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うの
信し

ん

徒と

だ
っ
た
こ
と
か
ら

同ど
う

寺て
ら

の
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
た
と

い
う
。「
僧そ

う

侶り
ょ

や
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の

方か
た

々が
た

と
楽た

の

し
く
活か

つ

動ど
う

し
、
精せ

い

神し
ん

的て
き

に
助た

す

け
ら
れ
た
。
だ
か

ら
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
で
楽た

の

し
く

活か
つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い
る
」
と
笑え

ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

物も
っ

故こ

者し
ゃ

供く

養よ
う

を
厳ご

ん

修し
ゅ

。

　

次つ
ぎ

に
導ど

う

師し

を
喜き

美み

候こ
う

部べ

謙け
ん

史し

教き
ょ
う

化か

部ぶ

長ち
ょ
う

が
務つ

と

め
、

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
慶け

い

讃さ
ん

法ほ
う

要よ
う

を

行お
こ
なっ
た
。
法ほ

う

要よ
う

で
は
、
南な

ん

米べ
い

で
の
布ふ

教き
ょ
うの
功こ

う

績せ
き

を
た

た
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
天て

ん

随ず
い

禅ぜ
ん

寺じ

の
ソ
ー
ザ
孤こ

圓え
ん

・
南な

ん

米べ
い

国こ
く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

師し

と
ブ
ラ
ジ
ル

禅ぜ
ん
 
こ
う光
寺じ

の
ビ
ッ
チ
大だ

い

樹じ
ゅ

・

南な
ん

米べ
い

国こ
く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

師し

の
僧そ

う

侶り
ょ

２
人り

、
伊い

藤と
う

パ
ウ
ロ
勉つ

と
む・
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

理り

事じ

長ち
ょ
う、
上か

み

村む
ら

光み
つ

代よ

・

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

部ぶ

長ち
ょ
うら
檀だ

ん

信し
ん

徒と

２
３
人に

ん

へ
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うも

行お
こ
なっ
た
。

　

正
し
ょ
う

午ご

頃ご
ろ

に
は
采さ

い

川か
わ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
く

が
導ど

う

師し

を
務つ

と

め
、
檀だ

ん

信し
ん

徒と

総そ
う

回え

向こ
う

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後ご

は
僧そ

う

侶り
ょ

、
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

で
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

を
行お

こ
な

い
、
記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
、
約や

く

２
５
０
人に

ん

で
盛せ

い

大だ
い

に
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

っ
た
。

　

祝
し
ゅ
く

賀が

会か
い

で
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
話は

な
し

を

聞き

く
と
、
上か

み

村む
ら

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

部ぶ

長ち
ょ
う

（
７
４
、
二に

世せ
い

）
は
、
息む

す

子こ

　

２
２
日に

ち

午ご

後ご

に
は
、
新し

ん

設せ
つ

の
御お

堂ど
う

と
庭て

い

園え
ん

の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

、

本ほ
ん

尊ぞ
ん

の
安あ

ん

置ち

を
行お

こ
な

っ
た
。

　

２
３
日に

ち

午ご

後ご

か
ら
は
、
奥お

く

村む
ら

孝こ
う

善ぜ
ん

・
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

大だ
い

雄お
う

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
導ど

う

師し

を
務つ

と

め
、
広ひ

ろ

く
健け

ん

勝し
ょ
うと
多た

幸こ
う

を
祈き

念ね
ん

す

る
慶け

い

祝し
ゅ
く

転て
ん

読ど
く

大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

祈き

祷と
う

を
本ほ

ん

堂ど
う

で
厳ご

ん

修し
ゅ

し
た
。

　

開か
い

山さ
ん

堂ど
う

に
移う

つ

り
、
佐さ

瀬せ

道ど
う

淳じ
ゅ
ん・
静し

ず

岡お
か

県け
ん

可か

睡す
い

齋さ
い

齋さ
い

主し
ゅ

を
導ど

う

師し

に
、
歴れ

き

代だ
い

の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くの
恩お

ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
読ど

経き
ょ
うす

る
開か

い

山さ
ん

歴れ
き

住じ
ゅ
う

報ほ
う

恩お
ん

諷ふ

経ぎ
ん

、

開か
い

山さ
ん

塔と
う

前ま
え

に
て
松ま

つ

井い

道ど
う

孝こ
う

・

可か

睡す
い

齋さ
い

専せ
ん

門も
ん
 
そ
う僧
堂ど

う

監か
ん

寺す

が

導ど
う

師し

を
務つ

と

め
開か

い

山さ
ん

歴れ
き

住じ
ゅ
う

墓ぼ

前ぜ
ん

諷ふ

経ぎ
ん

を
行お

こ
な

っ
た
。

　

そ
の
後ご

は
本ほ

ん

堂ど
う

で
、
三さ

ん

部べ

義ぎ

道ど
う

・
山や

ま

形が
た

県け
ん

松し
ょ
う

林り
ん

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くに
よ
る
法ほ

う

話わ

が
あ
り
、

６
０
年ね

ん

前ま
え

に
移い

民み
ん

船せ
ん

「
ぶ

ら
じ
る
丸ま

る

」
で
渡と

伯は
く

し
た

松ま
つ

永な
が

然ぜ
ん

道ど
う

・
元も

と

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

永え
い

平へ
い

寺じ

副ふ
く

監か
ん

院に
ん

兼け
ん

国こ
く

際さ
い

部ぶ

長ち
ょ
う

の
逸い

つ

話わ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
同ど

う

氏し

は
詳く

わ

し
い
事じ

情じ
ょ
うを
知し

ら
さ

れ
な
い
ま
ま
渡と

伯は
く

が
決き

ま

り
、
当と

う

地ち

の
生せ

い

活か
つ

で
は
衛え

い

生せ
い

面め
ん

な
ど
で
当と

う

惑わ
く

し
な
が

ら
も
、
苦く

労ろ
う

の
絶た

え
な
か
っ

た
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

と
喜

よ
ろ
こ

び
や
苦く

労ろ
う

を
分わ

か
ち
合あ

い

活か
つ

動ど
う

し
た
。

　

三さ
ん

部べ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
坐ざ

禅ぜ
ん

と
洗せ

ん

面め
ん

の
意い

義ぎ

を
説と

い
た
。
姿し

勢せ
い

と
呼こ

吸き
ゅ
うを
整と

と
の

え
る
坐ざ

禅ぜ
ん

を
行お

こ
な

う
こ
と
で
、
怒い

か

り
に

対た
い

し
て
理り

性せ
い

的て
き

に
判は

ん

断だ
ん

で

日に
ち

欧お
う

米べ
い

州し
ゅ
う

か
ら
大た

い

挙き
ょ

慶け
い

祝し
ゅ
く

来ら
い

伯は
く

　

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

（
采さ

い

川か
わ

道ど
う

昭し
ょ
う

住じ
ゅ
う

職し
ょ
く

）
は
、
同ど

う

寺て
ら

の
創そ

う

立り
つ

及お
よ

び
南み

な
み

ア
メ
リ
カ

国こ
く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

開か
い

設せ
つ

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
１
１
月が

つ

２
２
〜
２
４
日か

、
サ
ン
パ
ウ
ロ

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
同ど

う

寺て
ら

で
執と

り
行お

こ
なっ
た
。
日に

本ほ
ん

、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
パ

ラ
グ
ア
イ
な
ど
か
ら
６
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
僧そ

う

侶り
ょ

が
来ら

い

伯は
く

し
、
檀だ

ん

信し
ん

徒と

も
参さ

ん

列れ
つ

す
る
中な

か

、
慶け

い

讃さ
ん

法ほ
う

要よ
う

や
先せ

ん

人じ
ん

へ
の
供く

養よ
う

が
行お

こ
な

わ
れ
、
新し

ん

設せ
つ

し
た
御お

堂ど
う

な
ど
が
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。

約や
く

３
５
０
戸こ

を
設せ

っ

置ち

。
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

と
本ほ

ん

尊ぞ
ん

の
開か

い

眼げ
ん

供く

養よ
う

は

武た
け

内う
ち

宏こ
う

道ど
う

・
大だ

い

本ほ
ん

山ざ
ん

永え
い

平へ
い

寺じ

副ふ
く

監か
ん

院に
ん

が
務つ

と

め
た
。
放ほ

う

光こ
う

室し
つ

は
、
髙た

か

階し
な

玉ぎ
ょ
く

光こ
う

・
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

安あ
ん

国こ
く

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
導ど

う

師し

と
し
て
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

と
涅ね

槃は
ん

軸じ
く

開か
い

眼げ
ん

供く

養よ
う

を
行

お
こ
な

っ
た
。
ペ
ッ

ト
供く

養よ
う

の
た
め
の
場ば

所し
ょ

で
、

室し
つ

内な
い

に
は
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

の
入

に
ゅ
う

滅め
つ

を
描え

が

い
た
涅ね

槃は
ん

軸じ
く

が
掛か

か
っ

て
い
る
。

　

こ
の
２
つ
の
御お

堂ど
う

は
シ
ン

プ
ル
な
造つ

く

り
だ
が
、
間か

ん

接せ
つ

照し
ょ
う

明め
い

が
用も

ち

い
ら
れ
、
現げ

ん

代だ
い

的て
き

な
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　

盡じ
ん

光こ
う

苑え
ん

は
大た

い

木ぼ
く

や
草く

さ

木き

の

緑み
ど
りが
優や

さ

し
く
映は

え
、
入い

り

口ぐ
ち

に

は
過か

去こ

・
現げ

ん

在ざ
い

・
未み

来ら
い

の
全す

べ

て
の
命い

の
ち
に
供く

養よ
う

を
さ
さ
げ
る

三さ
ん

界が
い

萬ば
ん

霊れ
い

塔と
う

が
立た

ち
、
苑え

ん

内な
い

に
は
盡じ

ん

光こ
う

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

と
、

環か
ん

境き
ょ
う

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

家か

の
豊と

よ

田た

豊
ゆ
た
か

氏し

が
制せ

い

作さ
く

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
安あ

ん

置ち

さ
れ
た
。
塔と

う

の
開か

い

眼げ
ん

供く

養よ
う

は
田た

中な
か

清せ
い

元げ
ん

・
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

薬や
く

王お
う

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
、
庭て

い

園え
ん

の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

と
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

の

開か
い

眼げ
ん

供く

養よ
う

は
加か

藤と
う

哲て
つ

雄ゆ
う

・
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

法ほ
う

龍り
ゅ
う

寺じ

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

諷ふ

経ぎ
ん

は
髙た

か

階し
な

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが

導ど
う

師し

を
務つ

と

め
た
。

　

待た
い

鳳ほ
う

堂ど
う

、
紫し

雲う
ん

堂ど
う

は
江え

川が
わ

辰し
ん

三ざ
ん

・
大だ

い

本ほ
ん

山ざ
ん

總そ
う

持じ

寺じ

貫か
ん

主し
ゅ

が
入い

り

口ぐ
ち

の
扁へ

ん

額が
く

を
揮き

毫ご
う

。
御お

堂ど
う

の
名な

前ま
え

も
同ど

う

寺て
ら

の
建た

て

物も
の

か
ら
由ゆ

来ら
い

し
て
い
る
。
瓏ろ

う

仙せ
ん

堂ど
う

、
盡じ

ん

光こ
う

苑え
ん

は
福ふ

く

山や
ま

諦た
い

法ほ
う

・
大だ

い

本ほ
ん

山ざ
ん

永え
い

平へ
い

寺じ

貫か
ん

首し
ゅ

に

よ
る
も
の
で
、
瓏ろ

う

仙せ
ん

堂ど
う

は
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うの
南な

ん

米べ
い

で
の
開か

い

教き
ょ
うに
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
た
当と

う

時じ

の
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

管か
ん

長ち
ょ
う・
髙た

か

階し
な

瓏ろ
う

仙せ
ん

の
名な

前ま
え

を
と
っ
た
も
の
。
盡じ

ん

光こ
う

苑え
ん

は
新し

ん

設せ
つ

に
あ
た
り
采さ

い

川か
わ

住
じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
命め

い

名め
い

し
た
。
放ほ

う

光こ
う

室し
つ

の

扁へ
ん

額が
く

は
鬼お

に

生う

田だ

俊し
ゅ
ん

英え
い

・
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

宗し
ゅ
う

務む

庁ち
ょ
う

宗し
ゅ
う

務む

総そ
う

長
ち
ょ
う

に
よ
る
も
の
で
、
名な

前ま
え

は
總そ

う

持じ

寺じ

の
建た

て

物も
の

か
ら
由ゆ

来ら
い

す

る
。

　

待た
い

鳳ほ
う

堂ど
う

は
今こ

ん

後ご

貸か

し
会か

い

場じ
ょ
うと
し
て
広ひ

ろ

く
利り

用よ
う

し
て
も

ら
う
予よ

定て
い

で
、
田た

原は
ら

良り
ょ
う

樹じ
ゅ

副ふ
く

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
「
１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
収

し
ゅ
う

容よ
う

で
き
る
と
思お

も

う
。

集し
ゅ
う

会か
い

や
展て

ん

示じ

場じ
ょ
うと
し
て
利り

用よ
う

で
き
る
の
で
は
」
と
述の

べ

た
。

　

瓏ろ
う

仙せ
ん

堂ど
う

は
薬や

く

師し

瑠る

璃り

光こ
う

如に
ょ

来ら
い

が
本ほ

ん

尊ぞ
ん

の
納の

う

骨こ
つ

堂ど
う

で

　

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
初し

ょ

日に
ち

（
１
１
月が

つ

２
２
日に

ち

）
に
、
敷し

き

地ち

内な
い

に
新し

ん

設せ
つ

さ
れ
た
御お

堂ど
う

と
庭て

い

園え
ん

が
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。
待た

い

鳳ほ
う

堂ど
う

、
瓏ろ

う

仙せ
ん

堂ど
う

、
放ほ

う

光こ
う

室し
つ

の
３
つ
の
御お

堂ど
う

と
、
庭て

い

園え
ん

「
盡じ

ん

光こ
う

苑え
ん

」
が
新

あ
た
ら

し
く
設も

う

け
ら
れ
、
以い

前ぜ
ん

か
ら

使し

用よ
う

し
て
い
た
大お

お

広ひ
ろ

間ま

が
紫し

雲う
ん

堂ど
う

と
名な

付づ

け
ら
れ
た
。

総
そう

監
かん

部
ぶ

開
かい

設
   せつ

60周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う！

記
き

念
ねん

行
ぎょう

事
じ

に携
たずさ

わった僧
そう

侶
りょ

と参
さん

列
れつ

した檀
だん

信
しん

徒
と

ら

新あ
た
ら

し
い
３
御お

堂ど
う

と
庭て

い

園え
ん

公こ
う

開か
い

「
全す

べ

て
の
命い

の
ち

が
救す

く

わ
れ
る
よ
う
に
」

以
い

前
ぜん

から使
し

用
よう

していた大
おお

広
ひろ

間
ま

が紫
し

雲
うん

堂
どう

と名
な

付
づ

けられた

集
しゅう

会
かい

や展
てん

示
じ

場
じょう

として利
り

用
よう

できそうな待
たい

鳳
ほう

堂
どう

納
のう

骨
こつ

堂
どう

として利
り

用
よう

されている瓏
ろう

仙
せん

堂
どう

盡
じん

光
こう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

と豊
とよ

田
た

豊
ゆたか

氏
し

作
さく

のモニュメントを設
せっ

置
ち

した盡
じん

光
こう

苑
えん

　　　　

佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

創
そう

立
りつ

曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

南
なん

米
べい

布
ふ

教
きょう

師し

が
第だ

い

２
回か

い

目め

の
移い

民み
ん

船せ
ん

で

ペ
ル
ー
に
渡わ

た

り
、
南な

ん

米べ
い

で
の

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
うの
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。
１
９
０
７
年ね

ん

に
は

上う
え

野の

師し

と
移い

民み
ん

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
、

カ
ニ
エ
テ
に
南な

ん

米べ
い

最さ
い

古こ

の
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

寺じ

院い
ん

・
慈じ

恩お
ん

寺じ

と
同お

な

じ

く
南な

ん

米べ
い

最さ
い

古こ

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

を
建こ

ん

立り
ゅ
うし
た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

１
９
５
２
年ね

ん

、
戦せ

ん

前ぜ
ん

移い

民み
ん

戦せ
ん

後ご

始は
じ

ま
っ
た
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

６
０
年ね

ん

の
歩あ

ゆ

み

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

布ふ

教き
ょ
う

は
ペ
ル
ー
か
ら

の
檀だ

ん

信し
ん

徒と

が
布ふ

教き
ょ
う

発は
っ

展て
ん

を

願ね
が

い
、
当と

う

時じ

の
髙た

か

階し
な

瓏ろ
う

仙せ
ん

・

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

管か
ん

長ち
ょ
うに
要よ

う

望ぼ
う

書し
ょ

を

提て
い

出し
ゅ
つし
た
。
５
５
年ね

ん

、
髙た

か

階し
な

禅ぜ
ん

師じ

が
８
０
歳さ

い

の
高こ

う

齢れ
い

な
が
ら
来ら

い

伯は
く

し
、
３
カ
月げ

つ

間か
ん

ブ
ラ
ジ
ル
を
巡

じ
ゅ
ん

錫し
ゃ
くし

た
。

翌よ
く

５
６
年ね

ん

に
は
新し

ん

宮ぐ
う

良り
ょ
う

範は
ん

師し

が
初し

ょ

代だ
い

南な
ん

米べ
い

開か
い

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

に
任に

ん

じ
ら
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
の
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
開か

い

始し

し
た
。

　

５
９
年ね

ん

に
は
総そ

う

監か
ん

部ぶ

と

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、
翌よ

く

６
０

年ね
ん

に
現げ

ん

在ざ
い

の
場ば

所し
ょ

に
移い

転て
ん

。

９
５
年ね

ん

に
は
本ほ

ん

堂ど
う

が
落ら

っ

慶け
い

し
、

２
０
０
９
年ね

ん

の
創そ

う

立り
つ

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
際さ

い

に
坐ざ

禅ぜ
ん

堂ど
う

や
開か

い

山さ
ん

堂ど
う

を

備そ
な

え
た
大だ

い

鑑か
ん

閣か
く

が
完か

ん

成せ
い

し
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

の
他ほ

か

に
も
、
月つ

き

に
一い

ち

度ど

「
ア
パ

レ
シ
ー
ダ
観か

ん

音の
ん

無む

遮し
ゃ

施せ

食じ
き

会え

」
と
称し

ょ
う

し
、
法ほ

う

要よ
う

の
際さ

い

に

カ
レ
ー
を
無む

料り
ょ
うで
振ふ

る
舞ま

う

活か
つ

動ど
う

や
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

主し
ゅ

催さ
い

で
バ

ザ
ー
や
手し

ゅ

芸げ
い

教き
ょ
う

室し
つ

が
行お

こ
な
わ

れ
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

く
離は

な

れ
た
こ

の
地ち

で
、
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

は
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うの
南な

ん

米べ
い

拠き
ょ

点て
ん

と
し
て
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
き
た
。
こ
こ
で
は

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

の
創そ

う

始し

に
つ
な
が

る
、
南な

ん

米べ
い

で
の
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

布ふ

教き
ょ
うの

歴れ
き

史し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う
の
南な

ん

米べ
い

布ふ

教
き
ょ
う

は
古ふ

る

く
、
１
０
０
年ね

ん

以い

上
じ
ょ
う

前ま
え

に
ペ
ル
ー
で
始は

じ

ま
っ
た
。

１
９
０
３
年ね

ん

、
上う

え

野の

泰た
い

庵あ
ん

放
ほう

光
こう

室
しつ

内
ない

の涅
ね

槃
はん

軸
じく

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

伊い

藤と
う

理り

事じ

長ち
ょ
う（
８
３
、
二に

世せ
い

）
も
「
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

を
支さ

さ

え

て
く
れ
た
歴れ

き

代だ
い

の
檀だ

ん

信し
ん

徒と

ら
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
。
寺て

ら

は

と
て
も
大た

い

切せ
つ

な
存そ

ん

在ざ
い

。
仏ぶ

つ

道ど
う

を
知し

る
こ
と
で
、
先せ

ん

祖ぞ

を
敬う

や
ま

う
心こ

こ
ろ

が
身み

に
し
み
込こ

ん
で
く
る
」
と
穏お

だ

や
か
に

語か
た

っ
た
。

「盡
じん

光
こう

苑
えん

」入
いり

口
ぐち

の扁
へん

額
がく

三
さん

界
がい

萬
ばん

霊
れい

塔
とう

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

（特集２）２０１９年 第５３８５号 １２月 ７日 （土曜日）



頂い
た
だ

き
、
一い

っ

層そ
う

の
お
力

ち
か
ら

添ぞ

え
を

頂ち
ょ
う

戴だ
い

で
き
れ
ば
大た

い

変へ
ん

嬉う
れ

し
く

思お
も

い
ま
す
。

　

今こ
ん

般ぱ
ん

の
ご
盛せ

い

儀ぎ

に
重か

さ

ね
て

同ど
う

慶け
い

の
念ね

ん

を
灌そ

そ

ぎ
、
お
祝い

わ

い

の
言こ

と

葉ば

と
致い

た

し
ま
す
。

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

が
創そ

う

立り
つ

さ
れ
ま
し

た
。

　

以い

来ら
い

６
０

年ね
ん

に
わ
た
り
、

南み
な
み

ア
メ
リ
カ

国こ
く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

初し
ょ

代だ
い

総そ
う

監か
ん

新し
ん

宮ぐ
う

良り
ょ
う

範は
ん

老ろ
う

師し

を
は
じ
め
、
歴れ

き

代だ
い

の
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

と
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

師し

、

檀だ
ん

信し
ん

徒と

及お
よ

び
関か

ん

係け
い

各か
く

位い

が
苦く

心し
ん

惨さ
ん

憺た
ん

、
法ほ

う

灯と
う

を
護ご

持じ

し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

船せ
ん

最さ
い

初し
ょ

の

　

両
り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に
南み

な
み

ア
メ
リ
カ

国こ
く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

創そ
う

設せ
つ

６
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
吉き

っ

辰し
ん

を
迎む

か

え
る
に
あ

た
り
、
記き

念ね
ん

慶け
い

讃さ
ん

法ほ
う

要よ
う

が
営

い
と
な

ま
れ
ま
す
こ
と
、
心こ

こ
ろ

よ
り
お

祝い
わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

今い
ま

を
遡

さ
か
の
ぼり
ま
す
こ
と
６
４

年ね
ん

前ま
え

、
時と

き

の
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

管か
ん

長ち
ょ
う、

髙た
か

階し
な

瓏ろ
う

仙せ
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
齢よ

わ
い

８
０
に

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

内な
い

を

３
カ
月げ

つ

間か
ん

に
わ
た
り
精せ

い

力り
ょ
く

的て
き

に
ご
巡

じ
ゅ
ん

錫し
ゃ
くさ
れ
ま
し
た
。こ
れ

を
端た

ん

緒し
ょ

と
し
て
、
モ
ジ・ダ
ス・

ク
ル
ー
ゼ
ス
市し

の
禅ぜ

ん

源げ
ん

寺じ

が

創そ
う

建け
ん

さ
れ
、
１
９
５
９
年ね

ん

に

は
南み

な
み

ア
メ
リ
カ
最さ

い

大だ
い

の
経け

い

済ざ
い

都と

市し

で
あ
る
こ
こ
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
市し

に
両

り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

笠か
さ

戸と

丸ま
る

が
、
１
９
０
８
年ね

ん

に
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
て

よ
り
１
１
０
年ね

ん

を
過す

ぎ
ま
し

た
。
い
く
つ
も
の
海う

み

を
超こ

え
て

渡わ
た

ら
れ
た
方か

た

々が
た

の
心し

ん

情じ
ょ
う、
は

る
か
祖そ

国こ
く

を
、
そ
し
て
先せ

ん

祖ぞ

を
追つ

い

慕ぼ

す
る
心し

ん

情じ
ょ
うに
思お

も

い
を

馳は

せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

本ほ
ん

日じ
つ

の
盛せ

い

典て
ん

を
契け

い

機き

と
い
た

し
ま
し
て
、
ご
当と

う

山ざ
ん

の
今こ

ん

後ご

の
佳か

辰し
ん

を
機き

縁え
ん

に
、
ご
当と

う

山ざ
ん

の
歴れ

き

史し

へ
の
報ほ

う

恩お
ん

感か
ん

謝し
ゃ

の
思お

も

い
を
今い

ま

一い
ち

度ど

新あ
ら

た
に
し
て
頂

い
た
だ

き
ま
す
と
共と

も

に
、
益ま

す

々ま
す

の
発は

っ

展て
ん

に
向む

け
て
今こ

ん

後ご

と
も
変か

わ

ら
ぬ
ご
道ど

う

念ね
ん

を
心こ

こ
ろ

に
携た

ず
さ

え
て

当
とう

日
じつ

寄
よ

せられたお祝
いわ

いの声
こえ

上あ

げ
ま
す
。
な
に
よ
り
本ほ

ん

日じ
つ

の
佳か

辰し
ん

を
迎む

か

え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うの

教お
し

え
に
共と

も

に
身し

ん

心し
ん

を
寄よ

せ
、

互た
が

い
に
手て

を
取と

り
合あ

い
歩あ

ゆ

み

を
進す

す

め
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
の

皆み
な

様さ
ま

方が
た

、
そ
し
て
一い

ち

仏ぶ
つ

両
り
ょ
う

祖そ

の
み
教お

し

え
を
日ひ

び々

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しに

し
っ
か
り
と
据す

え
て
、
多た

年ね
ん

に
渡わ

た

る
艱か

ん

難な
ん

の
中な

か

で
も
弛た

ゆ

ま

ぬ
歩あ

ゆ

み
を
な
さ
れ
た
諸し

ょ

先せ
ん

人じ
ん

の
ご
尽じ

ん

力り
ょ
くの
賜た

ま

物も
の

で
あ
り
ま

す
。
こ
の
慶よ

ろ
こ

び
の
日ひ

に
、
改

あ
ら
た

め
て
そ
の
篤あ

つ

い
ご
功こ

う

績せ
き

に
対た

い

し
、
思お

も

い
を
深ふ

か

く
致い

た

し
て
お

り
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
大だ

い

本ほ
ん

山ざ
ん

總そ
う

持じ

寺じ

に

は
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

か
ら
三さ

ん

益ま
す

々ま
す

の
ご
隆

り
ゅ
う

昌し
ょ
うと
、
檀だ

ん

信し
ん

徒と

各か
く

位い

の
諸し

ょ

縁え
ん

如に
ょ

意い

吉き
ち

祥じ
ょ
うな
ら

ん
こ
と
を
祈き

念ね
ん

申も
う

し
上あ

げ
ま

す
と
と
も
に
、
信し

ん

仰こ
う

に
生い

き

る
人ひ

と

び
と
の
拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
し
て

あ
り
続つ

づ

け
る
こ
と
を
冀

こ
い
ね
がう
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

本ほ
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

に
お
い
て

も
梅ば

い

花か

講こ
う

の
皆み

な

さ
ま
方が

た

の
お

唱と
な

え
が
堂ど

う

内な
い

い
っ
ぱ
い
に
こ

行こ
う

さ
れ
ま
す
こ
と
、
心こ

こ
ろ

よ
り

お
慶よ

ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

こ
の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
円え

ん

成
じ
ょ
う

に
導み

ち
び

く
べ
く
、
殊こ

と

に
力ち

か
ら

を
尽つ

く
さ
れ
た
采さ

い

川か
わ

道ど
う

昭し
ょ
う

南み
な
みア
メ

リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

老ろ
う

師し

、

ま
た
関か

ん

係け
い

の
諸し

ょ

大だ
い

徳と
く

に
ま
ず

も
っ
て
祝

し
ゅ
く

意い

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し

階し
な

瓏ろ
う

仙せ
ん

禅ぜ
ん

師じ

様さ
ま

が
南な

ん

米べ
い

の
地ち

を
ご
巡

じ
ゅ
ん

錫し
ゃ
くさ
れ
ま
し
た
こ
と
を

嚆こ
う

矢し

に
、
そ
の
翌よ

く

年と
し

に
は
新し

ん

宮ぐ
う

良り
ょ
う

範は
ん

師し

が
南な

ん

米べ
い

総そ
う

監か
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

さ
れ
、
そ
の
後ご

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

並な
ら

び
に
南な

ん

米べ
い

総そ
う

監か
ん

部ぶ

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
０
年ね

ん

前ま
え

に
心こ

こ
ろ

を
馳は

せ
ま

す
と
、
日に

本ほ
ん

か
ら
移い

民み
ん

さ
れ

た
皆み

な

様さ
ま

の
魂

た
ま
し
いの
拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
し
て

大た
い

陸り
く

を
奔ほ

ん

走そ
う

さ
れ
た
新し

ん

宮ぐ
う

良り
ょ
う

範は
ん

初し
ょ

代だ
い

総そ
う

監か
ん

の
ご
苦く

労ろ
う

が
偲し

の

ば
れ
ま

す
。

　

ま
た
、

今こ
ん

 に
ち日
ま
で
６
０
年ね

ん

の
長な

が

き
に

亘わ
た

り
仏ぶ

っ

法ぽ
う

興こ
う

隆り
ゅ
うに
尽じ

ん

力り
ょ
くさ
れ

た
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

師し

の
皆み

な

様さ
ま

、
そ

の
活か

つ

動ど
う

を
支さ

さ

え
三さ

ん

宝ぼ
う

を
敬う

や
ま

い

寺じ

門も
ん

を
護ご

持じ

し
て
こ
ら
れ
た

多お
お

く
の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ

よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

高こ
う

祖そ

大だ
い

師し

道ど
う

元げ
ん

禅ぜ
ん

師じ

様さ
ま

は

西さ
い

天て
ん

東と
う

土ど

、
仏ぶ

っ

祖そ

正し
ょ
う

伝で
ん

す
る

と
こ
ろ
は
、
恭く

敬ぎ
ょ
う

仏ぶ
っ

法ぽ
う

僧そ
う

な

り
と
お
示し

め

し
に
な
り
、「
イ
ン

ド
や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
歴れ

き

代だ
い

の
お
祖そ

師し

様さ
ま

が
正た

だ

し
く
伝つ

た

え
ら
れ
た
の

は
、
仏ぶ

っ

法ぽ
う

僧そ
う

の
三さ

ん

宝ぼ
う

を
敬う

や
ま

う

と
い
う
事こ

と

で
あ
る
」
と
説と

か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
仏ほ

と
け

」
と
は
お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

の
こ

と
で
あ
り
、「
法ほ

う

」
と
は
お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

の
御み

教お
し

え
で
あ
り
、「
僧そ

う

」
と
は
お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

と
そ
の
御み

教お
し

え
を
慕し

た

い
実じ

っ

践せ
ん

す
る
人ひ

と

々び
と

の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
こ
と
で
す
。
こ

の
三み

っ

つ
が
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

徒と

の
宝た

か
ら

で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

三さ
ん

宝ぼ
う

を
敬う

や
ま

う
と
い
う
実じ

っ

践せ
ん

が

イ
ン
ド
か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

へ
、
そ
し
て

日に

本ほ
ん

へ
と
伝つ

た

わ
り
、
今い

ま

こ
う
し

て
南な

ん

米べ
い

の
地ち

に
も
伝つ

た

わ
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
誠ま

こ
と

に
有あ

り

難が
た

い
事こ

と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更さ
ら

に
高こ

う

祖そ

大だ
い

師し

道ど
う

元げ
ん

禅ぜ
ん

師じ

様さ
ま

は
「
こ
の
帰き

依え

仏ぶ
っ

法ぽ
う

僧そ
う

の

功く

徳ど
く

、
か
な
ら
ず
感か

ん

応の
う

道ど
う

交こ
う

す
る
と
き
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
な
り
」

と
も
お
示し

め

し
で
す
。「
こ
の
仏ぶ

っ

法ぽ
う

僧そ
う

の
三さ

ん

宝ぼ
う

を
依よ

り
ど
こ
ろ

と
す
る
功く

徳ど
く

は
、
互た

が

い
の
心こ

こ
ろ

が

通つ
う

じ
合あ

っ
た
と
き
に
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る

の
だ
」
と
お
説と

き
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
度た

び

、
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

慶け
い

讃さ
ん

の
法ほ

う

会え

が
厳ご

ん

修し
ゅ

さ
れ
ま
す
こ
と

は
、
正ま

さ

に
帰き

依え

仏ぶ
っ

法ぽ
う

僧そ
う

の
功く

徳ど
く

で
あ
る
こ
と
を
深ふ

か

く
感か

ん

じ
る

佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

創
そう

立
　　 りつ

・曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

南
なん

米
べい

布
ふ

教
きょう

し
だ
い
で
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
南な

ん

米べ
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
和わ

合ご
う

し
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

の
興こ

う

隆り
ゅ
うと
更さ

ら

な
る
寺じ

門も
ん

の
発は

っ

展て
ん

を
冀

こ
い
ね
がい
、
お
祝い

わ

い
の
ご
挨あ

い

拶さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

幻
げん

想
そう

的
てき

な万
まん

灯
とう

供
く

養
よう

の様
よう

子
す

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

　
　
始は

じ

ま
る
伯は

っ

国こ
く

布ふ

教き
ょ
う

年ね
ん

々ね
ん

拡か
く

充じ
ゅ
う

す
る
別べ

つ

院い
ん

の
施し

設せ
つ

宗し
ゅ
うの
事じ

務む

所し
ょ

に
於お

い
て
結け

っ

成せ
い

さ
れ
、
今こ

ん

 に
ち日
で
も
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

様さ
ま

は
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

域い
き

に
在あ

る
た
め
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
『
花は

な

ま
つ

り
』、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
『
移い

民み
ん

追つ
い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

』

等と
う

、
当と

う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
一い

ち

年ね
ん

間か
ん

の

名め
い

の
僧そ

う

侶り
ょ

が
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに
来き

て
お

り
ま
す
。
数す

う

日じ
つ

来ら
い

こ
の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
準

じ
ゅ
ん

備び

と
補ほ

佐さ

を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

三さ
ん

名め
い

は
本ほ

ん

山ざ
ん

に
お
い
て
も
日ひ

び々

の
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うを
放ほ

う

逸い
つ

に
す
る
こ
と

な
く
真し

ん

摯し

に
打う

ち
込こ

ん
で
お

り
、
日に

本ほ
ん

の
修し

ゅ

行ぎ
ょ
う

僧そ
う

に
と
っ

て
も
見み

習な
ら

う
べ
き
素す

晴ば

ら
し

い
見み

本ほ
ん

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

折お
り

し
も
大だ

い

本ほ
ん

山ざ
ん

總そ
う

持じ

寺じ

に

於お

き
ま
し
て
は
、
２
０
２
４

年ね
ん

の
太た

い

祖そ

瑩け
い

山ざ
ん

紹じ
ょ
う

瑾き
ん

禅ぜ
ん

師じ

７
０
０
回か

い

大だ
い

遠お
ん

忌き

に
至い

た

る
ま

で
御ご

両り
ょ
う

尊そ
ん

大だ
い

遠お
ん

忌き

法ほ
う

会え

を

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法ほ

う

会え

期き

間か
ん

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
相そ

う

承じ
ょ
う」
が
示し

め

し

ま
す
通と

お

り
、
私わ

た
し

た
ち
は
祖そ

師し

方が
た

が
照て

ら
し
て
く
だ
さ
る
法ほ

う

灯と
う

の
下も

と

で
共と

も

に
掌

て
の
ひ
らを
合あ

わ
せ

る
法ほ

う

孫そ
ん

で
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
灯

と
も
し
びの
温ぬ

く

も
り
を
互た

が

い
に
感か

ん

じ
、
共と

も

に
後こ

う

世せ
い

へ
と
繋つ

な

げ
る

仲な
か

間ま

で
あ
り
ま
す
。

　

本ほ
ん

日じ
つ

ご
参さ

ん

集し
ゅ
うの
皆み

な

様さ
ま

方が
た

に

於お

か
れ
ま
し
て
も
、
何な

に

卒と
ぞ

こ

　

清せ
い

風ふ
う

去こ

来ら
い

の
好こ

う

時じ

節せ
つ

、
両

り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

南み
な
みア
メ
リ

カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

開か
い

設せ
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
慶け

い

賀が

に
存ぞ

ん

じ
、
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

１
９
５
５
年ね

ん

（
昭

し
ょ
う

和わ

３
０

年ね
ん

）、
現げ

ん

地ち

の
皆み

な

様さ
ま

の
お
招ま

ね

き

に
よ
り
永え

い

平へ
い

寺じ

七し
ち

十じ
ゅ
う

一い
っ

世せ
い

髙た
か

ル
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

１
１
１

年ね
ん

を
迎む

か

え
ま
し
た
。
ま
た
、

日に

本ほ
ん

で
は
新あ

た
ら

し
く
令れ

い

和わ

の

時じ

代だ
い

が
始は

じ

ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
長な

が

い
歴れ

き

史し

の
中な

か

で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

が
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

に
立た

ち
向む

か
わ
れ
た
際さ

い

に
、
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うが

寄よ

り
添そ

い
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に
寄き

与よ

し
て
こ
ら
れ
た

南み
な
み

ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

開か
い

設せ
つ

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平へ

い

素そ

は
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

が
主し

ゅ

催さ
い

　

日に

本ほ
ん

は
さ
わ
や
か
な
秋あ

き

風か
ぜ

が
わ
た
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

青あ
お

葉ば

繁し
げ

れ
る
好こ

う

時じ

節せ
つ

、
は

る
ば
る
日に

本ほ
ん

よ
り
、
ま
た

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

の

多た

大だ
い

な
る
ご

援え
ん

助じ
ょ

を
頂ち

ょ
う

戴だ
い

し
、
購こ

う

入に
ゅ
う

す

る
こ
と
が
出で

来き

ま
し
た
隣り

ん

接せ
つ

地ち

を
盡じ

ん

光こ
う

苑え
ん

と
命め

い

名め
い

し
、
三さ

ん

界が
い

萬ば
ん

霊れ
い

に
供く

養よ
う

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
さ
さ
げ

る
公こ

う

園え
ん

を
開か

い

設せ
つ

す
る
こ
と

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

永え
い

平へ
い

寺じ

貫か
ん

首し
ゅ　

福ふ
く

山や
ま

諦た
い

法ほ
う

福
ふく

山
やま

諦
たい

法
ほう

・大
だい

本
ほん

山
ざん

永
えい

平
へい

寺
じ

貫
かん

首
しゅ

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

管か
ん

長ち
ょ
う     

　
　
　
　
　
　

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

總そ
う

持じ

寺じ

貫か
ん

主し
ゅ

　
江え

川が
わ

辰し
ん

三ざ
ん

江
え

川
がわ

辰
しん

三
ざん

・大
だい

本
ほん

山
ざん

總
そう

持
じ

寺
じ

貫
かん

主
しゅ

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

宗し
ゅ
う

務む

庁ち
ょ
う

宗し
ゅ
う

務む

総そ
う

長ち
ょ
う　
鬼お

に

生う

田だ

俊し
ゅ
ん

英え
い

鬼
おに

生
う

田
だ

俊
しゅん

英
えい

・曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

宗
しゅう

務
む

庁
ちょう

宗
しゅう

務
む

総
そう

長
ちょう

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

だ
ま
し
、
宗し

ゅ
う

歌か

と
し
て
も
う

た
わ
れ
ま
す
、
正し

ょ
う

法ぼ
う

御ご

和わ

讃さ
ん

に
は
、「
代よ

代よ

に
伝つ

と

う
る
道み

ち

は
し
も
、
余よ

処そ

に
類た

ぐ
い

は
荒あ

ら

磯い
そ

の
、波な

み

も
得え

よ
せ
ぬ
高た

か

岩い
わ

に
、

か
き
も
つ
く
べ
き
法の

り

な
ら
ば

こ
そ
」
と
ご
ざ
い
ま
す
と
お

り
、
ど
こ
ま
で
も
終お

わ
り
は

な
く
、
と
き
に
道み

ち

筋す
じ

は
険け

わ

し

い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
け

野
の

口
ぐち

泰
やすし

総
そう

領
りょう

事
じ

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

こ
と
に
対た

い

し
深ふ

か

い
敬け

い

意い

を

表ひ
ょ
うし
ま
す
。

　
最さ

い

後ご

に
、
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

並な
ら

び
に

主お
も

な
行

ぎ
ょ
う

事じ

に
大お

お

き
な
お
力

ち
か
ら

添ぞ

え
を
頂い

た
だ

き
有あ

り

難が
た

く
存ぞ

ん

じ
ま
す
。

　

今こ
ん

後ご

と
も
、
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

様さ
ま

の

益ま
す

々ま
す

の
ご
繁は

ん

栄え
い

を
念ね

ん

じ
、
当と

う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

へ
も
変か

わ
ら
ぬ
ご
支し

援え
ん

を
願ね

が

い
つ
つ
、
甚は

な
は

だ
簡か

ん

単た
ん

で

あ
り
ま
す
が
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

と
致い

た

し
ま
す
。          

合が
っ

掌
し
ょ
う

開か
い

設せ
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

を
迎む

か

え

ら
れ
、
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

を

発は
っ

行こ
う

さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

こ
こ
ろ

し
て
お
り
ま
す
、
イ
ビ
ラ
プ

エ
ラ
の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

住じ
ゅ
う

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

に
関か

ん

し
、

ブ
ラ
ジ
ル
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
、
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

の
慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

を
行お

こ
な

い
く
だ
さ
り
誠ま

こ
と

に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感か
ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

は
ブ
ラ
ジ
ル
の

東と
う

洋よ
う

人じ
ん

街が
い

と
い
わ
れ
る
リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

に
あ
り
、
多お

お

く
の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
と
っ
て
心こ

こ
ろ

を
癒い

や

し
て
く
れ
る
拠よ

り
所ど

こ
ろ

で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

を
象し

ょ
う

徴ち
ょ
う

す

る
お
寺て

ら

で
す
。

　

ま
た
、
単た

ん

に
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
な

う
だ
け
で
は
な
く
、
開か

い

設せ
つ

時じ

に
は
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を

行お
こ
な

い
、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

教き
ょ
う

育い
く

に
携た

ず
さ

わ
り
、
多お

お

く
の
人じ

ん

材ざ
い

を
育そ

だ

て
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
輩は

い

出し
ゅ
つ

し
、
そ
の
発は

っ

展て
ん

に
尽つ

く

さ
れ
ま
し
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

で
は
書し

ょ

道ど
う

、
墨す

み

絵え

、
華か

道ど
う

、
料り

ょ
う

理り

教き
ょ
う

室し
つ

、
コ
ー

ラ
ス
教き

ょ
う

室し
つ

な
ど
を
開か

い

催さ
い

し
、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
日に

っ

系け
い

以い

外が
い

の
方か

た

に
対た

い

す
る
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

に
も

大お
お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
還か

ん

暦れ
き

を
迎む

か

え

た
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

な
ら
び
に
南み

な
み

ア

メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

が
今こ

ん

後ご

益ま
す

々ま
す

発は
っ

展て
ん

し
、
更さ

ら

な
る
貢こ

う

献け
ん

を
果は

た
さ
れ
る

よ
う
願ね

が

っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
お
喜よ

ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

貴き

山ざ
ん

は
、
遠と

お

く
故ふ

る

郷さ
と

を
離は

な

れ
異い

文ぶ
ん

化か

に
身み

を
置お

い
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

と
そ
の
子し

孫そ
ん

達た
ち

の

心こ
こ
ろの
拠よ

り
所ど

こ
ろで
あ
る
事こ

と

は
も
と

よ
り
、
６
０
年ね

ん

経た

っ
た
現げ

ん

在ざ
い

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
メ
ン
バ
ー
も
多お

お

く
抱か

か

え
る
な
ど
、
深ふ

か

く
こ
の

地ち

に
根ね

を
お
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
昨さ

っ

今こ
ん

の
世よ

の
中な

か

は
科か

学が
く

の
進し

ん

歩ぽ

が

目め

覚ざ
ま

し
く
「
Ａ

Ｉ-

人じ
ん

工こ
う

知ち

能の
う

」
な
ど
と

言い

う
言こ

と

葉ば

を

よ
く
耳み

み

に
す

る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
高こ

う

度ど

な
技ぎ

術じ
ゅ
つで
あ
れ
ば
あ
る
程ほ

ど

そ
れ
を
扱あ

つ
か

う
人に

ん

間げ
ん

の
資し

質し
つ

が

問も
ん

題だ
い

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を

思し

案あ
ん

す
る
時と

き

、
人に

ん

間げ
ん

の
精せ

い

神し
ん

文ぶ
ん

化か

の
中

ち
ゅ
う

核か
く

を
担に

な

う
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うが

果は

た
す
べ
き
役や

く

割わ
り

は
殊こ

と

更さ
ら

重
じ
ゅ
う

要よ
う

に
な
る
と
考か

ん
が

え
ま
す
。
貴き

山ざ
ん

に
於お

か
れ
ま
し
て
は
こ
の

重じ
ゅ
う

責せ
き

を
担に

な

い
人じ

ん

類る
い

の
指し

針し
ん

と

な
っ
て
頂い

た
だ

く
こ
と
を
期き

待た
い

し

て
お
り
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
な
り
ま
し
た
が
、

貴き

山ざ
ん

の
更さ

ら

な
る
ご
繁は

ん

栄え
い

と
、

皆み
な

様さ
ま

方が
た

の
ご
健け

ん

勝し
ょ
うと
ご
多た

幸こ
う

を
祈き

念ね
ん

申も
う

し
上あ

げ
、
お
祝い

わ

い

の
言こ

と

葉ば

と
致い

た

し
ま
す
。

梶
かじ

原
わら

俊
しゅん

栄
えい

・仏
ぶつ

連
れん

会
かい

長
ちょう

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

　
こ
の
度た

び

、
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

　

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に
南

み
な
み

ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

さ
れ
た
の
が
１
９
５
５
年ね

ん

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後ご

に
初し

ょ

代だ
い

新し
ん

宮ぐ
う

総そ
う

監か
ん

が
ご
着ち

ゃ
く

任に
ん

な
さ
れ
、
更さ

ら

に
歴れ

き

代だ
い

の

総そ
う

監か
ん

と
檀だ

ん

徒と

が
一ひ

と

つ
に
な

り
法ほ

う

灯と
う

が
脈み

ゃ
く

々み
ゃ
く

と
相そ

う

承じ
ょ
う

さ

れ
て
参ま

い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
正し

ょ
う

法ぼ
う

興こ
う

隆り
ゅ
う

の
情じ

ょ
う

熱ね
つ

を
持も

っ
て
、
２
０
０
９
年ね

ん

に
は
大だ

い

鑑か
ん

閣か
く

を
建こ

ん

立り
ゅ
う

し
、

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

の
慶け

い

賀が

を
迎む

か

え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
１
０
年ね

ん

後ご

の
本ほ

ん

年ね
ん

、

大だ
い

鑑か
ん

閣か
く

に
納の

う

骨こ
つ

位い

牌は
い

堂ど
う

と

し
て
の
瓏ろ

う

仙せ
ん

堂ど
う

と
小し

ょ
う

ホ
ー

ル
待た

い

鳳ほ
う

堂ど
う

を
増ぞ

う

築ち
く

す
る
こ

と
が
出で

来き

ま
し
た
。
ま
た

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い     

　
　
　
　
　
　
　

連れ
ん

合ご
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う　
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

山
やま

田
だ

康
やす

夫
お

・県
けん

連
れん

会
かい

長
ちょう

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

石
いし

川
かわ

レナト文
ぶん

協
きょう

会
かい

長
ちょう

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

采
さい

川
かわ

道
どう

昭
しょう

・曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

南
みなみ

アメリカ
国
こく

際
さい

布
ふ

教
きょう

総
そう

監
かん

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

方か
た

々が
た

の
要よ

う

望ぼ
う

に
お
応こ

た

え
に

な
り
、
こ
の
地ち

に
ご
巡じ

ゅ
ん

錫し
ゃ
く

　

両
り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に
南

み
な
み

ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

開か
い

設せ
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

が
本ほ

ん

日じ
つ

茲こ
こ

に
盛せ

い

大だ
い

に
挙き

ょ

　

御ご

開か
い

山さ
ん

髙た
か

階し
な

瓏ろ
う

仙せ
ん

禅ぜ
ん

師じ

様さ
ま

が
日に

本ほ
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

の

が
出で

来き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏ひ

と
え

に
両り

ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

、

宗し
ゅ
う

務む

庁ち
ょ
う、
御ご

開か
い

山さ
ん

髙た
か

階し
な

禅ぜ
ん

師じ

様さ
ま

法ほ
う

系け
い

の
皆み

な

様さ
ま

、
そ
し
て

全ぜ
ん

国こ
く

の
ご
寺じ

院い
ん

様さ
ま

は
じ
め

南な
ん

米べ
い

の
檀だ

ん

信し
ん

徒と

皆み
な

様さ
ま

の
ご

法ほ
う

愛あ
い

の
賜た

ま

物も
の

で
あ
る
と
受う

け
止と

め
衷ち

ゅ
う

心し
ん

よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

致い
た

し
甚じ

ん

深し
ん

に
御お

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ

ま
す
。　
　
　
　
　

合が
っ

掌し
ょ
う

南な
ん

米べ
い

、
北ほ

く

米べ
い

、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

よ

り
御ご

寺じ

院い
ん

様さ
ま

の
ご
臨り

ん

席せ
き

を

賜た
ま
わ

り
、
荘そ

う

厳ご
ん

の
う
ち
に
、

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
執と

り
行

お
こ
な

っ
て
い
た

だ
き
、
誠ま

こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
思お

も

い
起お

こ
せ
ば
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
南な

ん

米べ
い

の
方か

た

々が
た

の
佛ぶ

っ

心し
ん

開か
い

発ほ
つ

の
道ど

う

場じ
ょ
うと
し
て
大だ

い

鑑か
ん

閣か
く

が
完か

ん

成せ
い

し
た
の
は
１
０
年ね

ん

前ま
え

の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
以い

降こ
う

、
采さ

い

川か
わ

総そ
う

監か
ん

の
も
と
宗

し
ゅ
う

侶り
ょ

、
檀だ

ん

信し
ん

徒と

一い
ち

同ど
う

、
乳

に
ゅ
う

水す
い

の

如ご
と

く
和わ

合ご
う

し
、
更さ

ら

な
る
精

し
ょ
う

進じ
ん

辨べ
ん

道ど
う

に
励は

げ

ん
で
参ま

い

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度た

び

念ね
ん

願が
ん

が
か

な
い
、
大だ

い

鑑か
ん

閣か
く

に
屋や

根ね

を
葺ふ

く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
街ま

ち

の

喧け
ん

騒そ
う

と
は
打う

っ
て
変か

わ
っ
て

静せ
い

寂じ
ゃ
くに
包つ

つ

ま
れ
た
盡じ

ん

光こ
う

苑え
ん

の

完か
ん

成せ
い

を
ま
み
え
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
日に

本ほ
ん

の
御ご

寺じ

院い
ん

様さ
ま

方が
た

を
は
じ
め
、
管か

ん

内な
い

の

宗し
ゅ
う

侶り
ょ

、
檀だ

ん

信し
ん

徒と

、
多お

お

く
の

方か
た

々が
た

の
ご
理り

解か
い

と
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの

賜た
ま

物も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
言こ

と

葉ば

に
尽つ

く
す
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
が
、
檀だ

ん

信し
ん

徒と

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
、

喜よ
ろ
こび
を
込こ

め
て
、
厚あ

つ

く
御お

ん

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

結む
す

び
に
あ
た
り
ま
し
て
、

御ご

協き
ょ
う

力り
ょ
く

賜た
ま
わ

り
ま
し
た
御ご

寺じ

院い
ん

様さ
ま

方が
た

の
益ま

す

々ま
す

の
ご
発は

っ

展て
ん

と
御ご

来ら
い

場じ
ょ
う

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
御ご

健け
ん

勝し
ょ
う

御ご

多た

幸こ
う

を
祈き

念ね
ん

致い
た

し

ま
し
て
御お

礼れ
い

の
言こ

と

葉ば

と
致い

た

し
ま
す
。

伊
い

藤
とう

パウロ勉
つとむ

・佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

理
り

事
じ

長
ちょう

（佛
ぶっ

心
しん

寺
じ

提
てい

供
きょう

）

　

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に
南

み
な
み

ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

南み
な
みア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

に
今こ

ん

後ご

益ま
す

々ま
す

の
ご
発は

っ

展て
ん

と

ご
多た

幸こ
う

を
心こ

こ
ろ

よ
り
ご
祈き

念ね
ん

し
、

私わ
た
しの
挨あ

い

拶さ
つ

と
致い

た

し
ま
す
。

　

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

両り
ょ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に

祝
しゅく

辞
じ

　
　
　
　
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ　

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

祝
しゅく

辞
じ

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

理り

事じ

長ち
ょ
う　

伊い

藤と
う

パ
ウ
ロ
勉つ

と
む

御
お

礼
れい

の
ご挨

あい

拶
さつ

ブ
ラ
ジ
ル
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う・
浄

じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
う　

　
　
　
　
　
　

本ぼ
ん

派ぱ

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

・
南な

ん

米べ
い

開か
い

教き
ょ
う

区く

開か
い

教き
ょ
う

総そ
う

長ち
ょ
う　

梶か
じ

原わ
ら

俊し
ゅ
ん

栄え
い

祝
しゅく

辞
じ

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

南み
な
みア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

　
采さ

い

川か
わ

道ど
う

昭し
ょ
う

謝
しゃ

辞
じ

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う　
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

祝
しゅく

辞
じ

髙た
か

階し
な

管か
ん

長ち
ょ
う

巡じ
ゅ
ん

錫し
ゃ
く

か
ら

祝
しゅく

辞
じ

祝
しゅく

辞
じ

祝
しゅく

辞
じ

山ざ
ん

南な
ん

米べ
い

別べ
つ

院い
ん

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

創そ
う

立り
つ

並な
ら

び
に
南み

な
み

ア
メ
リ
カ

国こ
く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

開か
い

設せ
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

迎む
か

え
ら
れ
ま
す
こ

と
を
心こ

こ
ろ

よ
り
お
慶

よ
ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

本ほ
ん

年ね
ん

、
ブ
ラ
ジ

開か
い

設せ
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ

り
お
慶よ

ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

当と
う

ブ
ラ

ジ
ル
仏ぶ

っ

教
き
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

は

１
９
５
７
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
成

じ
ょ
う

道ど
う

会え

を
期き

し
て
、
当と

う

時じ

ト
マ
ス
・

デ
・
リ
ー
マ
街が

い

に
在あ

っ
た
曹そ

う

洞と
う

れ
ど
も
、
南み

な
み

ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

布ふ

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

部ぶ

が
、
一い

ち

仏ぶ
つ

両
り
ょ
う

祖そ

の
み
教お

し

え
を
敷ふ

衍え
ん

す
る

た
め
の
拠き

ょ

点て
ん

と
し
て
飛ひ

躍や
く

し
、
竿か

ん

頭と
う

よ
り
一い

っ

歩ぽ

を
進す

す

め

る
べ
く
布ふ

教き
ょ
う

教き
ょ
う

化か

の
充じ

ゅ
う

実じ
つ

と
展て

ん

開か
い

が
図は

か

ら
れ
ま
す
こ

と
を
大お

お

い
に
ご
期き

待た
い

申も
う

し

上あ

げ
、
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

と
い

た
し
ま
す
。

（特集３） ２０１９年第５３８５号  １２月 ７日 （土曜日）



紅
こう

白
はく

の運
うん

営
えい

を担
にな

った藤
ふじ

瀬
せ

圭
けい

子
こ

プロダクションの篠
しの

原
はら

俊
とし

巳
み

舞
ぶ

台
たい

監
かん

督
とく

（左
ひだり

から４番
ばん

目
め

）らスタッ
フと司

し

会
かい

者
しゃ

力
ちから

強
づよ

く歌
うた

声
ごえ

を調
ちょう

和
わ

させた男
だん

性
せい

歌
か

手
しゅ

ら（左
ひだり

から池
いけ

田
だ

フェリペさん、中
なか

島
じま

幸
ゆき

夫
お

さん、相
あい

川
かわ

健
けん

治
じ

さん、
鈴
すず

木
き

健
けん

治
じ

さん）

コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
名め

い

曲き
ょ
く

披ひ

露ろ
う

特
とく

集
しゅう

紅あ
か

組ぐ
み

が　

回か
い

目め

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

決き

め
る
！

第
　  だい

25回
かい

ブラジル紅
こう

白
はく

歌
うた

合
がっ

戦
せん

藤ふ
じ

瀬せ

圭け
い

子こ

プ
ロ
・
Ｉ
Ｎ
Ｂ

藤
ふじ

瀬
せ

さん「日
に

本
ほん

の言
こと

葉
ば

と歌
うた

残
のこ

したい」

藤
ふじ

瀬
せ

圭
けい

子
こ

さんの司
し

会
かい

進
しん

行
こう

で紅
こう

白
はく

を盛
も

り上
あ

げた

北
きた

川
がわ

好
よし

美
み

ＩＮＢ会
かい

長
ちょう

から紅
あか

組
ぐみ

に優
ゆう

勝
しょう

旗
き

が手
て

渡
わた

された（左
ひだり

から紅
あか

組
ぐみ

司
し

会
かい

の田
た

代
しろ

勇
ゆう

子
こ

さんと西
にし

村
むら

まゆみさん、北
きた

川
がわ

ＩＮＢ会
かい

長
ちょう

）

援
えん

協
きょう

創
そう

立
りつ

６０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

企
き

画
かく

も行
おこな

われた（前
ぜん

列
れつ

左
ひだり

から足
あ

立
だち

弘
ひろ

子
こ

さん、足
あ

立
だち

操
みさお

援
えん

協
きょう

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

、菊
きく

地
ち

義
よし

治
はる

評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

会
かい

長
ちょう

、与
よ

儀
ぎ

上
うえ

原
はら

昭
あけ

雄
お

会
かい

長
ちょう

）

中
なか

島
じま

みゆきを歌
うた

い上
あ

げた野
の

口
ぐち

泰
やすし

在
ざい

聖
せい

日
に

本
ほん

国
こく

総
そう

領
りょう

事
じ

自
じ

分
ぶん

で作
さく

詞
し

作
さっ

曲
きょく

した曲
きょく

を熱
ねっ

唱
しょう

した西
にし

谷
や

エジナさん
加
か

藤
とう

テレザさんが審
しん

査
さ

員
いん

最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

のトロフィーを手
て

にした
平
ひら

田
た

ジョエさんと伊
い

藤
とう

カレンさんの共
きょう

演
えん

も

　コロニアの一
いち

年
ねん

を締
し

めくくる歌
か

謡
よう

祭
さい

「ブラジル紅
こう

白
はく

歌
うた

合
がっ

戦
せん

」――藤
ふじ

瀬
せ

圭
けい

子
こ

プロダクション（藤
ふじ

瀬
せ

圭
けい

子
こ

代
だい

表
ひょう

）とブラジル日
に

本
ほん

アマチュア歌
か

謡
よう

連
れん

盟
めい

（Instituto NAK do Brasil ＝ＩＮＢ ／ 北
きた

川
がわ

ジューリア好
よし

美
み

会
かい

長
ちょう

）は、
「第

だい

25回
かい

ブラジル紅
こう

白
はく

歌
うた

合
がっ

戦
せん

」を12月
がつ

１日
たち

に聖
せい

市
し

のブラジル日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

福
ふく

祉
し

協
きょう

会
かい

大
だい

講
こう

堂
どう

で開
かい

催
さい

した。企
き

画
かく

、構
こう

成
せい

、演
えん

出
しゅつ

は同
どう

プロダクション。コロニア歌
か

手
しゅ

が数
かず

々
かず

の名
めい

曲
きょく

を熱
ねっ

唱
しょう

し、会
かい

場
じょう

に歌
うた

声
ごえ

と拍
はく

手
しゅ

喝
かっ

采
さい

が響
ひび

きわたっ
た。厳

げん

正
せい

な審
しん

査
さ

の結
けっ

果
か

、紅
あか

組
ぐみ

が11回
かい

目
め

の優
ゆう

勝
しょう

に輝
かがや

いた。

び
、
雰ふ

ん

囲い

気き

を
盛も

り
上あ

げ
た
。

　

総そ
う

合ご
う

司し

会か
い

を
藤ふ

じ

瀬せ

さ
ん
、

紅あ
か

組ぐ
み

司し

会か
い

を
田た

代し
ろ

勇ゆ
う

子こ

さ
ん

　

当と
う

日じ
つ

は
、
舞ぶ

台た
い

で
熱ね

っ

唱し
ょ
うす

る
６
０
組く

み

以い

上じ
ょ
うの
歌か

手し
ゅ

を
、

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
約や

く

３
０

人に
ん

が
審し

ん

査さ

し
、
紅あ

か

組ぐ
み

が
優ゆ

う

勝し
ょ
う

に
輝か

が
やい
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
寄き

贈ぞ
う

の
栄は

え
あ

る
優ゆ

う

勝し
ょ
う

旗き

と
、
Ｉ

Ｎ
Ｂ
に
よ
る
そ
れ

の
２
つ
が
、
北き

た

川が
わ

Ｉ
Ｎ
Ｂ
会か

い

長ち
ょ
うか
ら

紅あ
か

組ぐ
み

代だ
い

表ひ
ょ
うに
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。
対た

い

す
る

白し
ろ

組ぐ
み

の
成せ

い

績せ
き

は
こ

れ
ま
で
１
３
勝し

ょ
う、

１
引ひ

き
分わ

け
だ
。

　

全ぜ
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム

中ち
ゅ
うで
最さ

い

高こ
う

得と
く

点て
ん

を

獲か
く

得と
く

し
た
歌か

手し
ゅ

に

贈お
く

ら
れ
る「
審し

ん

査さ

員い
ん

最さ
い

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

賞し
ょ
う（
土つ

ち

本も
と

真ま

澄す
み

賞し
ょ
う）」に
は
、

母は
は

への
思お

も

い
が
込こ

め

ら
れ
た『
瞼ま

ぶ
たの
母は

は

』

を
股ま

た

旅た
び

姿す
が
たで
披ひ

露ろ
う

し
た
加か

藤と
う

テ
レ
ザ

さ
ん
が
選え

ら

ば
れ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
約や

く

１
２
０
０
人に

ん

が

来ら
い

場じ
ょ
うし
、
歌か

手し
ゅ

と

観か
ん

客き
ゃ
くの
掛か

け
合あ

い

や
、「
頑が

ん

張ば

れ
！
」

「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」

と
客

き
ゃ
く

席せ
き

か
ら
歌か

手し
ゅ

へ
の
声せ

い

援え
ん

も
飛と

と
西に

し

村む
ら

ま
ゆ
み
さ
ん
、
白し

ろ

組ぐ
み

司し

会か
い

を
高た

か

畑は
た

正し
ょ
う

二じ

さ
ん
と
川か

わ

本も
と

豊ゆ
た
かさ
ん
が
務つ

と

め
、
藤ふ

じ

瀬せ

さ

　

藤ふ
じ

瀬せ

さ
ん
は
「
日に

本ほ
ん

の
言こ

と

葉ば

と
歌う

た

を
残の

こ

し
て
い
き
た

い
」
と
、
紅こ

う

白は
く

の
全ぜ

ん

編ぺ
ん

を
日に

本ほ
ん

語ご

で
行お

こ
な

う
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
お
り
、
終

し
ゅ
う

演え
ん

後ご

「
今こ

ん

回か
い

も
多お

お

く
の
歌か

手し
ゅ

、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

で
楽た

の

し
ん
で
も
ら
え
て
良よ

か
っ
た
」
と
一い

ち

日に
ち

を
振ふ

り

返か
え

っ
た
。

　

菊き
く

地ち

援え
ん

協き
ょ
う

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うは
「
紅こ

う

白は
く

が
毎ま

い

年と
し

続つ
づ

い

て
い
る
こ
と
は
素す

晴ば

ら
し

い
。
歌う

た

は
人ひ

と

々び
と

を
嬉う

れ

し
く

も
寂さ

び

し
く
も
す
る
。
心こ

こ
ろ

に

豊ゆ
た

か
さ
を
も
た
ら
し
、
ひ

い
て
は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
元げ

ん

気き

に
す
る
」
と
紅こ

う

白は
く

の
意い

義ぎ

を
述の

べ
た
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｂ
で
歌か

唱し
ょ
うを
習な

ら

い
、

「
今き

ょ
う日
は
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

の
歌う

た

声ご
え

を

聞き

き
に
来き

た
」
と
い
う
佐さ

久く

間ま

淑よ
し

子こ

さ
ん
（
８
５
、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

）
は
、「
懐な

つ

か
し
い
名め

い

曲き
ょ
く

ば
か
り
で
、
思お

も

い
出で

が
よ
み

が
え
り
涙な

み
だ

が
出で

た
」
と
感か

ん

動ど
う

を
語か

た

っ
た
。

　

開か
い

催さ
い

に
あ
た
っ
て
は
、
援え

ん

協き
ょ
うへ
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

の
寄き

付ふ

が
呼よ

び
か
け
ら
れ
た
。
当と

う

日じ
つ

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
持じ

参さ
ん

し
た
米こ

め

、
パ
ス
タ

麺め
ん

な
ど
が
藤ふ

じ

瀬せ

さ
ん
、
北き

た

川が
わ

Ｉ
Ｎ
Ｂ
会か

い

長ち
ょ
うら
か
ら
、
菊き

く

地ち

援え
ん

協き
ょ
う

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うら
に
贈お

く

ら
れ
た
。

藤ふ
じ

瀬せ

さ
ん
「
歌か

手し
ゅ

、来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に

楽た
の

し
ん
で
も
ら
え
て
良よ

か
っ
た
」

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し

た
特と

く

別べ
つ

企き

画か
く

「
援え

ん

協き
ょ
う６
０
年ね

ん

を
省か

え
り

み
て
」、
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

開か
い

催さ
い

２
５
回か

い

目め

を
記き

念ね
ん

し
た

北き
た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

Ｉ
Ｎ
Ｂ
名め

い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
う

考こ
う

案あ
ん

の
新し

ん

企き

画か
く

「
デ
ュエ
ッ
ト

で
競き

そ

う
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

」
も
実じ

っ

施し

さ
れ
た
。

　

援え
ん

協き
ょ
うの
企き

画か
く

で
は
、
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
足あ

立だ
ち

操み
さ
お

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うと
弘ひ

ろ

子こ

夫ふ

人じ
ん

が

登と
う

壇だ
ん

。
援え

ん

協き
ょ
うの
こ
れ
ま
で
の

歩あ
ゆ

み
を
振ふ

り
返か

え

っ

た
。

　

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
う

は

「
援え

ん

協き
ょ
うは
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
大お

お

き
な
支し

援え
ん

で

成せ
い

長ち
ょ
う

し
て
き
た
。

今こ
ん

後ご

も
未み

来ら
い

に
向む

け
て
、
皆み

な

さ
ん
の

力ち
か
らを
借か

り
な
が
ら

頑が
ん

張ば

っ
て
い
き
た

い
」
と
謝し

ゃ

意い

を
示し

め

し
た
。

　

１
９
７
１
、７
３

年ね
ん

に
日に

本ほ
ん

の
有ゆ

う

名め
い

歌か

手し
ゅ

・
俳は

い

優ゆ
う

１
４

人に
ん

が
来ら

い

伯は
く

し
、
援え

ん

協き
ょ
う

主し
ゅ

催さ
い

で
聖せ

い

州し
ゅ
う・
市し

や
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

へ
の
慈じ

善ぜ
ん

事じ

業ぎ
ょ
うと
し

て
「
あ
ゆ
み
の
箱は

こ

チ
ャ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ー
」
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。

　

高た
か

畑は
た

正し
ょ
う

二じ

さ
ん
、
早は

や

藤ふ
じ

ア

レ
シ
ャ
ン
ド
レ
さ
ん
、
喜き

納な

光み
つ

枝え

さ
ん
、
栗く

り

本も
と

紀の
り

子こ

さ
ん

が
春か

す

日が

八は
ち

郎ろ
う

、
渡わ

た

辺な
べ

は
ま
子こ

ら
の
名め

い

曲き
ょ
くを
披ひ

露ろ
う

。
当と

う

時じ

の

熱ね
っ

気き

を
思お

も

い
出だ

さ
せ
た
。
援え

ん

協き
ょ
うか
ら
も
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表

ひ
ょ
う

し
、
弘ひ

ろ

子こ

さ
ん
が
『
瀬せ

戸と

の

花は
な

嫁よ
め

』
を
朗ろ

う

々ろ
う

と
歌う

た

っ
た
。

　

８
９
年ね

ん

に
は
援え

ん

協き
ょ
う

創そ
う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
、
島し

ま

津づ

亜あ

矢や

来ら
い

伯は
く

慈じ

善ぜ
ん

公こ
う

演え
ん

が
行お

こ
な

わ

れ
、
収

し
ゅ
う

益え
き

が
援え

ん

協き
ょ
うに
寄き

付ふ

さ

れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
桧ひ

垣が
き

サ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
島し

ま

津づ

亜あ

矢や

の

『
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
う・
母は

は

へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
を
歌う

た

い
上あ

げ
、
会か

い

場じ
ょ
うを

盛も

り
上あ

げ
た
。

　

病
び
ょ
う

気き

療り
ょ
う

養よ
う

の
た
め
欠け

っ

席せ
き

し
た
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

Ｉ
Ｎ
Ｂ
名め

い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うに
向む

け
て
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

一い
ち

同ど
う

の
思お

も

い
を
込こ

め
た
花は

な

束た
ば

が
、

藤ふ
じ

瀬せ

さ
ん
か
ら
北き

た

川が
わ

Ｉ
Ｎ
Ｂ

会か
い

長ち
ょ
うに
贈お

く

ら
れ
た
。
足あ

立だ
ち

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
に
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

を
感か

ん

謝し
ゃ

す

る
花は

な

束た
ば

が
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

　

デ
ュ
エ
ッ
ト
の
紅こ

う

白は
く

戦せ
ん

で

は
、
紅こ

う

白は
く

計け
い

６
組く

み

の
歌か

手し
ゅ

に

よ
る
豪ご

う

華か

共き
ょ
う

演え
ん

に
観か

ん

客き
ゃ
くは
聞き

き
入い

っ
た
。

　

平ひ
ら

田た

ジ
ョ
エ
さ
ん
と
伊い

藤と
う

カ
レ
ン
さ
ん
が
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
歌か

謡よ
う

シ
ョ
ー
も
行

お
こ
な

わ
れ
、
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ

オ
ン
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

曲き
ょ
く『
Ｔ
ｏ 

Ｌ

ｏ
ｖ
ｅ 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｍ
ｏ
ｒ

ｅ
』
を
平ひ

ら

田た

さ
ん
が
ポ
語ご

、

伊い

藤と
う

さ
ん
が
日に

本ほ
ん

語ご

で
見み

事ご
と

に
歌う

た

い
上あ

げ
た
。

　

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
登と

う

壇だ
ん

し
、
中な

か

島じ
ま

み
ゆ
き

の
『
糸い

と

』
を
熱ね

っ

唱し
ょ
うし
た
。

　

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

か

ら
も
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

演え
ん

が
あ
り
、
優ゆ

う

雅が

な
舞ま

い
が
観か

ん

客き
ゃ
くの
視し

線せ
ん

を

集あ
つ

め
た
。

特と
く

別べ
つ

企き

画か
く

の
豪ご

う

華か

２
本ほ

ん

立た

て

歌
か

手
しゅ

と観
かん

客
きゃく

で会
かい

場
じょう

が一
いっ

体
たい

となって『蛍
ほたる

の光
ひかり

』を合
がっ

唱
しょう

し、紅
こう

白
はく

は幕
まく

を閉
と

じた

11

ん
の
歯は

切ぎ

れ
良よ

く
軽け

い

快か
い

な
進し

ん

行こ
う

で
、
会か

い

場じ
ょ
うは
終

し
ゅ
う

始し

笑わ
ら

い
と

感か
ん

動ど
う

に
包つ

つ

ま
れ
た
。
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